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諸活動の新聞記事 － 広報関係パンフレツト

8月 7 日開東日新聞

。新聞記事
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あ
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国
野
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銀
岡
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年
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記
念
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ー
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、
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部
的
と
す
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。
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セ
ン
タ
ー
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密
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磁
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院
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す
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窓
生
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厄
ど
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念
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風
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あ
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霊
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大
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は
じ
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し
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お
か
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簡
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車
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翠
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史
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セ
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度
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目
聞
の
害
義
行
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睦
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、
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叩
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収
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＋
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富
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／
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滋
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司
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仰
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葉
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が
、
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と
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憲
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の
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・
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塑
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膏
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す．
克

酷
て、
「E
聞
き
と
富
三
自
由
民
入
、
霊
長
か
省
一
を
お

出
店E
毒
震
が

事
劇
風
間
写
真
・
パ
ネ
ル一
理
主
義
否
認
書
－
出
長
官
一
つ
で
、
卓
志
ゑ
℃

み
」
と
寄
廿
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諸活動の新聞記事 ・広報関係パンフレット

10月 20 日倹）

隈h
r箆
「
写
真
、
パ
ネ
ル
展
」
準
備
進
む

四
則
一

日

－
察
知
大
学
怠
国
情
豊
」
念
写
真
、
パ
元
股

i

地
域
の
創
成
田
…
の
野
像
を
〆

I
Y
文
窃
院
大
学
紀
怠
セ
ン
タ

出

一
長
）
の
創
立
関
周
年
を
紀
念
一
と
採

に
閃
年
」
の
剛
山
仰
が
池
一に、
写
誌
や
パ
ネ
ル
な
ど
約

一鰐
員
研
究
員
を
資
任
者
に

、

む

一
し
た
歯「
創
立
初周
年
記
－
ん
で
い
弓
震

は
岡
大
学一法
季

1
7
別
に
票
、

一費
人
総
務
輩
、
山
口
忠

E

－
サ

1
1
J
I
T

一
切
年
の
唱
す

g
h
霊
室
。
一
恕
子
さ
ん
（
同
制
）

、

武
弁

」

叩
〕
一
訂
愈
悶
文
硲
院
と
鐙
知

一瞬
和
ポ
ストド
ク
タ
ー
、
佃

強
一
大
学
」
「
創
成
期
の
群
像
」
一
陣
一
郎
非
常
的
制
附
と
デ
ザ

則
一
「
車
問
怒
ご
「
日
中
事

－

7
ナ
l

の
警
$
か
芝

山町
一
名
尚
北
斗

・
姉
比
南
山
」
な
一
の
合
わ
せ
て

6

人
が
間
当
し

津
一
ど
の
テ
1
7
を
分
鋭
し
、
写
一
て
い
る
。

め
一
真
や
図
解
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
一
展
示
開
始
は
2

佼
毎
回
時

間匹
一
で説
明を
加
冬
唱
。
まも「
品
同一に
行わ
れ
、u
月
日
日
か
ら

一－一大
学
の2
大
形
件
「R
E知
大

一位
自
ま
で
が
鍛
府校
以
世
（
図

日
一学
事
件
」
（
昭
和
幻
年
）
、
一

倍
前
向）と
m
道
校
台、
日月

タ
一
「謎
師
岳
溜
際
都
件
」
（
間
お
一
幻
自
か
ら
ロ
月

凶
日
ま
で
は

ほ
一年
）
の
コ
ー
ナ
ー
を
般
け
て
一
穫
祭
苗
（
恩
と
金
白
昼

叫
一
お
り
、
当
時
の
世
相
や
大
学
一
目
暗
闇
で
聞
か

れ
る
。

泌
一
当
局
の
対
応
な
ど
を
知
る
－
』
一
股
示
は

い
ず
れ
も
午
前ω

時
一
と
が
で
窓
司
令
一
時
か
ら
午
後

4

附
ま
で
（
回

附
一
間
写
氏
、
パ
ネ
ル
股
の
ス
一

m
Bと
祝
日
は
除
く
）
．
入

；
・
タ
ン
号
、
越
知
思
疎
民
間
－
掲
は
相
判

圃
－
咽
唱E
a
－
a
圃
圃
圃
圃
冒
岨
司E
a
d
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－
園
圃
圃
祖
国
圃
圃

「
出
問
者
一
回
想
文
」
を
箆
ま
た
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純
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返
還
ま
で
は
と
も
曾
え
る
「
東
垣
間
文
欝

白
川
智
且
届
』
一
一
二
－

Z
M
骨
員
副
倖
躍

を
な
ぎ
差
是
「
震
を
門

に
掲
げ
る
こ
と
告
書
ぎ
を
上
海
か
ら

E
E

－
－

E

自
E
園
田

E
K
E
S
E
S

－
－
’
E
E

特
に
、
「
空
知
事
の
創
を
や
め
て
自
分
な
り
の
戦
の
引
き
揖
げ
時
に
、
先
生
方

愛
知
大
学
非
常
勤
騎
師

佃
隆
一
郎

立
に
凡
（
き
て
を
冊
。
買
佳
」
量
っ
て
い
た
よ
と
手
分
け
し

E
E

宮

｛
さ
さ
）
げ
た
」
車
問
醤
一
う
だ
と
も
附
っ
て
い
－
句
帰
っ
て
高
た
話
な
ど
の
秘
隠

れ
出
市
制1
0

0

周
年
は
依
－

本
間
喜
一
名
脅
単
長
そ
の
折
、
「
烈
抽
出
向
文
也
氏
が
、
初
代
学
長
で
は
な
そ
の
ほ
か
「
湖
駐
摘
に
援
を
資
制
や
写
真
に
蕊
づ
い

一
時
一「近
代
講
の
望
の
畏
女
・

富
底
予
さ
ん
院
の
震
」
や
恋
山
創
立
時
1
1

7

知
大
学
の
請
を
護
」
さ
て2
日
間
に
わ
た
っ
て
向

E

護
る
人
た
ち
」
と
が
、
大
牢
の
電
量
｛
り
て
の
苦
詫
な
ど
全
期
題点
吋
罷

v？

れ
か
り
た
時
の
路
と
嘆
願
セ
ン
タ
ー
若
宮
執
事

・

問
問
削
仰
し
て
い
る
「
高
指
問
答
れ
、
著
書
真
の
文
寝
耳
l

チ
セ
ン
タ
ー
凶

U
E

力

M
m
官
、
話
回
大
提
出
一
色
関
係
省
に
紹
り
、
帰
窓
口
れ

寄
工
授
知
室
御
成
期
」
チ
ェ
ッ
ク
も
行
之
、
反・
腸
回
能
久
戦
授
に
、
ヤ
臼
旨
ミ

’T

の
苦
労
倍
、
「
大
学
の
き
た
．

の
パ
ネ
ル
霊
股
（
制
住
民

L
干
一
E

ア
配

A
1
5

』

b
f
L
H
官

任
意
知
章
研
O
日
高

ド
フ
テ

開

y
卜
品川
時

間
）
が
、
翠
同
文
震
オ

－
－

Z
2

『

市m

t
d
u
川
同
凶

i
プ
ン
リ
サ
ー
チセン
タ
ー

。
』
1
レ

訓
J
Jピ川
川
什
1
2

藁
と
し
て
語
審
霊

p
t
v
j

u

－

知
大
学
ガ
ー
デ
ン
サ
ロ
ン
で

I
4
a
p

、

調

d

一

緊
れ
て
い
奇
簡
単

E

／

、
ィ
崎

－

月
初
目
霊
4
時
ま
な

1
1

位
、

日
月
に
は
ホ
時
的
なAハ
卓

司
E
A
F
／

ル
叩
斗
口
股
が
、
火
器
向
窓
叫

潟
年
の
配A
R山明
良
の
ー

っ
と

し
て
、j批
側
、
名
古
凶
（
＝
一

好
）
、
溜
滋
の
3

つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
聞
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
去
る
幻
自
に
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定
式
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践
が
紐
解
か
ね
る
告

の
自P
怠
は
持
ち
恕
ロ
は
か

り
で
争
也
．

な
ぜ、
設
知
大
学
が
搬
楠

に
や
っ
て
き
お
か
。
詩

想
樋
閉
廷
で
あっ
た
、
構
図

湘
一

千
香

四
郎
同
M
A
u
d

s
ホ

一
た
判
示
伺
気
な
い
気
持
ち
で

nHU

- 
均
」
一
現
在m
知
穴
半
期
毘
前
文
年
串
｝
の
陣
問
嗣

捌
の
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
帯
院
研
閉
が
し
て
い
る
総
の
吾
い
キ

喜

一
躍
オ
ー
ブ
ン
リ
サ
l

主
ス
号
フ
が
一
丸
と
な
っ
究
開
器
削
と
舟
需
要

3

パ
ス
に
『
本
ん
じ
ゃ
も

嘉

一
ンB
l

（
セ
ン
占la露
関
て
、
伊
定
［
』
で
震
っ
て
＠
プ
ム
盤
、
田
祭
器
ん
じ
ゃ
」
や
『
罰
則
』
削

一
山
久
軟
授
）
で
は

、

U
H
に
い
6
．
の
訴
を
巾
心
に

、

5

違
蕊
租

m
a凶
器
よ
り
か
．
乙

夜
間
・

血
道
・

三
鮮
の3
キ
京
セ
ン
タ
ー
は
、
「
倶
知
の
附
明
、
、
峨
々
な
シ
ン
ポ
倶

R
Mパ
皐
ルP
過
し
て
知

一
守
ン
パ
毛
加
害
れ
る
培
喜
重
同
文
震
穴
学
舵
ジ
Z

や
公
開
豊
富
る

ζ
と
が
で
号
令
そ
し
て

一
興・
パ
ネ
ル
展
、
司
会
大
奪
ン
タ』
の
一
報
命と
他
、

世
ぺ
器
語

・

訴
実
の
制
覇
長

ζ
っ
た

一
平
創
成
期
の
群
像

1

地
取
と
m
M同
文書
院
をめ
ぐ
る
総
究
成
県
の
直
示
を
は
じ
め
、
二
大
事
停
「
毅
帥
居
申
停
」

共
にω
年I
」
の
震
が
骨
合
的
研
究
の
持
多

ロ
ジ
ェ
葦
崩
事
の
震

b
g
c
と

「
変
大
串
仲
」
に
つ
い
て

わ
れ
てい
る
．
私も
り
4
1
7
と
が

、

若
省
の
平成
し
て
い
る．
の
パ
ネ
ル
か
ら

は
、当
時半

ナ
ア
シ
ス
点
ン
ト
（
R
A
〕
同
年
度
私
立
大
申
草
間
観

究

母
国
は、
密
知
大
申
副
立
長
と
し
て
拝
定
吉

れ
た車
問

と
し
て
、
徴
力
な
が
ら
お
手
重
化
草
案
〈
オ

l

プ
印
周
年
晃
容
しt
開
笹
口
先
生
の
「
単
告
書
」
と

ほ
い
を
さ
掌
」
い
た
だ
い
て
Y
－
H
Jサ
ー
チ・
セ
ン
虫l

れ
也
専
門同・
パ
ネ
ル
跨
で
あ

．

い
う
単
位
た
ち
食
わ
が
子
の

い
る
．I
プ
ロ
ジ
手
ト
は
、
罷
明
き
に
迦
Y玉
見
た
る
．
B
宅
老
輩
問
ま

Jに
嬰J
祭
器
か
ん
で

貝
卜、
越
知
震
（
当
セ
ンC
と
塞
旬
、

京
年
度
か
ら
文
陸
窓
の
閉
僚
が
認
証
宅
、
早
川
窪
の
語
、

点
l
w貯
同
研
究
回
、

昭
和
出
品
晶
定
し
お
穏
で
あ
A
・
．

1
知
大
事
が
限
立
吉
れ
る
ま
で
開
国
吋

E
曲
、
脱
央
さ
な
ど

プ博E
ン 土担
リ民大
サ虫学
l ム大
チ圭学
セ 詰院
ふ’ ，； <I' 
タ 童 図
I i語研
R オ究
A i 科

Eや
西

世
代
越
え
た
貴
重
な
出
会
い

の
怨
陣
、
忠
則
HH
一
先
集
ま
の
人
柄
が
士
一
卦
に
伝
的
勺

学
名
智
申8
争
ほ
じ
め
と
て
く
る
．

す
る

、

密
日
聞
大
申
創
立
に
尽

も

ζ
の
プ
ロ
グ
ェP
ト
に
診

カ
し
た
人
々
の
揖
倍
、
そ
し
加
で
君
？
と
名
、
、
段
式
の

て
、
現
様
白
留
期
大
学
と
市
区
史
に
触
れ
ら
れ
た
の
は
曾

民
と
由
か
か
わ
ま
で
、
パ
ま
でbな
く
、
留
ほ
し
い

再
ル
・
毎
日
で
紹も

介
さ
れ
ζ
一
と
臥5
．

ま
た
、
設
穴

る
．
一
紘
一
位
の
パ
走
が
容
す
そ
世
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お
立
役
血
羽

田
t
柏
々
に
仕
ド
亦
っ
て
い
く
と
に
山
岳
え
た

E
と
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に
と
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も
に
、
民
国
に
先
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れ
、
っ
て
、
六
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町
収
切
で
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A
hhv位
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闘
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3

キ
々
ン
た
．
悦代
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政
な

パ
ス
pu例
え
る
穴
単
に
ま
で
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造
い
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問
筋
が
ぴ
ん
と
す

雪
作
品
危
李
の
集
い
立
主
い
で、

忙
し
い
節
目
の

ち
が
毛
名
句
こ
れ
ら
中
で
忘
れ
か
けJLい
高
か

の
パ
ネ
ル
恕
采
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蚊
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、
を
取
り
窮
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た
占
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な
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持

ち
に
も
な
れF、
・
て
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な
気

舟
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に
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圭
た
崎
平Mな
け
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な
ら

な
い
よ
主
、
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草
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節
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室
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蕊
箆
主

y
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m
L
W
lプ
ン
・
日
サ
明
喝
お
安
菰
号
面
軍
・
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ず
セ
y
a
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が
、
日
月
官
好
に
存
、
哉
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‘
有
名
古
原
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竹
爺
輯
磁
い
た
牢
並
立
ち

3

パ
ス
で
前
副hる
．
盟
式
の
前
揖
－
m髭
岡
幸
田
議
〈
申
由L
奪
回
院
院
星
回
大
事
拝
守
酉
間
帯
園

芸
し
E
正
ん
V
2

．

李
の
睦
立
、
目
立
同
注
目

k
a去
同
盟
一
、
小
型
高
察
守
牽
山
常
国
F
g算

事
務
守
氏
、
実
厚
雲
筒
窓
理
担
予
知
界
さ
阜
、い
る
・
程
式
自
割
問
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H
V岡
市
街
町
議
島
譲

ー

な
ど
．
間
宍
包
間
拝
百
m
m福

岡
そ
叩
る
庄
は
、
う
ヲ
て
つ
け
り

φ
商
話
、
（
竹
下

電
宮
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努
斡
裡
に
よ
る
『
W
H
穴
噌
虫

な
材
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式
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に
あ
る
の
i
h
r
p
算
貨
、
みA
AI
ι

輩
出
朗
自
は
ド
寓
に
あ

2
～
：
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ら
且
た
世
四
六
学
と
ベ
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υ

由
、
昨
一
内
陸
宇
品
交
が
た
自
慰
霊
妥
っ
官
閉山幻
自
宅
門
民
・
恵
員
事
院
ン
式
事
由
戸
東
」
四
日
常
も

芸
的
J
k
u．
由
帥
申
申
畳
埼
鎗
時
実
屈
の
窃
墓
穴
零
時
も
禁
務
副
同
文
田
雪
国
白
い
．
受
『
串
弘
主

m
g高
、
霊
式
山
宿
高
現
岱
詮
み
が
え
白
書
、
院
窓
忽
穆
建
前
憎
か
存
で
な
く
、
一
務
同
で
む
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唱
批F
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は
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だ
之
」
パ
本
ル
由
内
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は
．
民
間
白

山
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に
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れ
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詰ι
担
し
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る
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身
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中

日
申
友
叫E語
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弔
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．
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司
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げ
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い
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呆
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ず
る
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宮
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、
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苧
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盛
大
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E
P
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叫

特
民
ド
．
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世
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M
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民
田
究
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遺
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3
吉
田
明
容
と
い
う
べ
曾
再
開
壱

富
九
世
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、
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3
唱
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間
K
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長
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宮
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華
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＆
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催
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デ
ン
サ
ロ

y
v
o
m理M
U
ロ

’h

押
首
〔
主剛
山師
思
マ
串
古
且
H
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＠
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叩
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＋
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．
小
作
俳
踊
申
再
時
申
聞
に
つ
な
が
令
有

同
嗣
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岡
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拶PV与
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I
P
－
刷

阻
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介
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句
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．
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進
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岡
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岩
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つ
く
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知
大
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セ
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て
、
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念
写
真
・
パ
ネ
ル
展

「
愛
知
大
学
創
成
期
の
群
像
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概
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；
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。
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と
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で
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か
っ
た
が

、

愛
知
大
学
非
常
勤
講
師

－

佃
隆

一
向

父
の
手
伝
い
で
愛
犬
に
よ
く

存
じ
の
人
一
も
多
い
か
と
思
う
原
子
（
あ
き
こ
）
氏
（
蝦
京
国
佳
久
教
授
の
あ
い
さ
つ
で
来
て
い
た
こ
と
か
ら

、

当
時

が
、
い
よい
よ
間
震
も
今
月
都
在
住
）
招
待
が
実
現
す
る
始
ま
っ
た

研
究
会
は
、
本
間
の
学
内
の
こ
と
を
知
る
生
き

目
白
ま
で
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
な
り
、

7

日
午
後
に
氏
の
背
年
期
か
ら
中
間
四

・

上
字
引
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が

度
、
開
桜
前
の
イ
ベ
ン
ト

と
同
氏
を
鱗
師
に
し
た
研
究
会
海
の
斑
週
間
文
部
院
へ
の
赴
よ
く
う
か
が
え
た
。
氏
の
今

し
て
企
画
さ
れ
た
故
・

本
悶
「孜
が
父
本
間
喜
一
と
愛
知
任
、
敗
戦
に
よる
同
大
学
の
聞
の
お
言
葉
で
私
が伺
人
的

喜
一名
笥
学
長
長
女
の
般
向大
学
・
東
軍
同
文
曾
院
大
学
問
校
後
の
産
大
創
成

、
そし

に
印
象に
残
った
の
は
、愛

を
語
る
」
が
、
捜
侭
ヰ
ャ
ン

て
晩
年
まだ
の
公
私
に
わ
た
大
設
立
符
の
障
害
や

そ
の
後

パ
ス
研
究
施
で
行
わ
れ
た
る
減
彪
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
の
事
件・務
放
と
い
っ
た
航

こ
の
研
究
会
に
は
オ
l
プ
い
て
の、
殴
岡
氏
の
（
父
親
線
に
際
し
「
父
は
土

出
場
で

ン
リ
サー
チ
セ
ン
タ
ー
警
綴
り
の
）
ユーモ
ア
柔
λえ
の
み
器
を
悲
し
た
」
と

摂
ぬ
を
は
じ
め
と
す
る
学
内
た
舷
妙
な
飢
加

に
よ
り
、
終
の
一一郎
で
あ
る
。
償
統
応
答

外
の
関
係
者
有
志
が
誌
め
か
始
な
ご
や
か
で
退
廓
じ
な
い
時
に
草
加
同
文
衛
院
大
出
身

け
、
さ
ら
に
は
段
岡
氏
か
ら
ペ
l

ス
や
ム
l
ド

で
泊
め
ら
の
方
が
、
本
畑
氏
が
万
織
を

本
間喜
一
関
係資
糾
持容
の
れ
九
鮮

レ
て
中
国
か
ら
待
訊
煽
つ

述
絡
を
受
け
た
、

現
在
本
間
パ
ネ
ル
底
下、
使
用
し
て
い
た
手
諮
問
の
お
か
げ

で
、国

民
ら
愛知
大
学
「
創
設
者
」

る
各
国
像を
パ
ソ
コ
ン
に
よ
内
の
大
学に
蒋
入
学で
き
た

の
伝
記を
松
館中
の
ラ
イタ

っ
て
大
き
く
映
し
出
し
な
が
こ
と
を
し
み
じ
み
と
感鮒
し

1

・
加
藤
勝
羨
氏
（
大
阪
府
ら
説
明
し
て
下
さ
る方式
が
て
い
たこ
と
な
ど
か
ら
、本

在
住
）
も
加
わ
り
、
役
者
が
と
れ
た
こ
と
が
、
容
加
者
の
間
氏
が
当
時
の
関
係
者
の
心

そ
る
つ
こ
とに
な
っ
た。

理
解
に
非
符
に
彼
立
っ
た
よ
に
多
大
な
も
の
宇
沼

（の
こ）

パ
ネ
ル
肢
制
作虫任
者
・

う
で
あ
る
。
怖
政
終
了
後は
し
て
主
c
っ
たこ
と
－
笹
め

越
知将
氏
の
司
会
の
も
と

、

「
第
二部
」
と
し
て
、
氏
の
て窪
開
閉した
、
有
惣
畿
な閉

リ
サ
ー
チ
セ
ン
ター
長
・
磁
特
技
で
あ
る
手
相
診
断
が
他
究
会
で
あ
っ
た
。
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』匝罰コーナー

…同時”とぞれ坤山知.. I 附柑，， a剛H属玄に守，瓜靴e｜『馳問宜
，ヒU』＂免u令『，uえ企，穆r品蜘令”好’宅＠凶示し怠 弘．＠鷲tヒb作僑’”.. ぷ守．舗泊1’を．民忘しま守．削』句
常－ II句：帽.. の＂か6も n，暗i;IJm~t..nとE‘、宮す

このたび． f世知大学班雄日文書店大学記主センター由例措公開と軍盟問文田院
をめ＜＇ll臨合的研究の描晶プロジェ夕刊が、文師科＂宙 f私立大学4手術研究高出
血掴車京量平成四年度オープン ・ リサ『チ ・ センタ日盤惜別業j に選定されまし
た． これによって様車問文書院に関する多極的な附究をすすめ．そ申底忠告公到し
τい〈とともに氏関図書た. ＂ンポジウム晴昔前合続究会などを曲しー 学帽的研究
や開餌に術与したいと身えます．

回－・E・－園田園圃閉，帽圃－「ーー岡田園E・E・－鴨圃’困層哩E司哩園田園晒田副
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岳民甚位

ll暑なお畠びし事前柄でございますが、みなさまにはお変りなくお元気ιお通しの

ことと存じます。

さて、すでにご革知町ことと存じますが、 l日本館町路復エ事由年内完了にともない、

本センターも野自民金決定により田本館酉倒にいよいよ展示ルーム、？？リエンテーリン

グルーム、事務室、重砲Ji!などが整備される還びとなりました．

本センター展示室町開段は関係者はもとより、広〈祉会ー般からも大事担期待が寄

せられており、でa 晶だけ充実したものを蝿供することが嬰輸されております．

つきましては、このことに関して各位よりご怠見をts寄せいただ語、さらにできれ

ば宮崎兄嫡E念目、関文記章飽、近代文学館、東洋大学井上円Tic念館などの訪問提

察担らびに専門集者による提示由基本コンセプト白聞き取りなどを古め早怠に具体的

計画申検討をおこ抱いたいと考えますe

ご書考までに下記について、若干の貰科を臼封いたしましたので、別底包苔をお寄

せいただきますようお踊い申L必げます． （回苔絹切目 ι10月末日）

し l日本館略図

l，今後の z ケジュー Iじ

l 現有コレクション

以上

| 四年 宛行
l東E周文書館大学記含センター通信仰 3 II 

各位

5 月 9 日展示オープンにむけて．スタンパイ祉に聞け負わせて鋭意進行中でありま

す， Iiぽ形を成してきましたので、運営要員各位にご覧いただきご意見をうかがい
た〈．下記により内覧会を実施いたしますので．ご舎加くだ古るようご連絡いたし

ます．

記

東亜同文魯院大学E念センヲー運営畳員会会密通知

日時： 1998 年5 月 1 日（金曜日）午後 3 時～ 4 崎

場所：大学配念館｛阻本館】内 向文書院記念センター展示室

以上

諸活動の新聞記事・広報関係パンフレット

19開年 3月 20 目見行

l縮局文書館大学記念センター通信他 2 n 

告位

すでにど承知のとお旬、旧本館は誕知大学記念館と正式に命名され、この

1 階にわが愛知大学東亜同文書院大学記念センター（略祢司文書院センター｝

は 5 輩、すなわち事諸室、第 1 風示室叢オリエンテーリンゲルーム・センター

ライブラリー‘第 2 ・第 S 展示室｛祭文・辛亥革命と山田良政・鈍三郎関係資

斜展示室L 鰐4展示室〈東亜問文S院大学関係資科｝が配分され．待望の常

段展示i)t,可能となりました．

昨年来．｛也大学の記念館など紘箇所の能書宣告見学し、悶査をおこない．その

後．検討をすすめてきました．その結果をふまえ、来年度罰規事業としての干

算要求をしてまいりましたところ‘ l. 5 0 0万｛展示関係）と 1 0 0 万｛照
明関係）町内示がありました．この範囲内で『スタンパイ守社提案の基本プラ
ンをIll用し、ただ今題作に入っております．他大学It/,の施E置とは街遣いの金領

で一切を町うことになりましたので、結果的に締盟や意見：：，，十分反映されてい

るとは宮えない展示となるおそれもあります．

ともかく現在 5/l 9 自のオープンにむけて大学院中国研究科院生を中心に憎

備をすすめております. 4 月中旬にはおおよその形ができる干定ですので．現

舗においでの訴りにはご意見．ご信組をお回かせください．
以上
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? センター取材
名古屋国際センター．毎日広告社、車愛知f/i聞社、読売新聞社 20 批紀企画取材室．
日本経訴新聞社、 NHK岐阜故送局等 7社．

? 書院関係者からの各種ご連絡E件．

? 寄厩物品｛書籍｝．阿郎弘様（・毘fill紛 F シt' -1, 1 箱分．森下博様より 60 冊、
欧陥蚊光線（・！！'1>田l!tt』境関係者） f ン＊＇ －舟 20 箱分．ニ川薫様｛曾民向e) より l
冊、渡辺長銀様より 4 冊． 山図書代市様情院向紛 1冊‘宮崎光子様（，院関係省｝
4冊．思野五百子被｛・院関係者•） 1 冊、長島一夫様憎院l'):!l) 2 価です．
監理された分から記架しております．

千 B 月 6 目、各展示室に除湿祖が入りました．事務量にもエアコンが入りました．
曲も人もやっとー且つけま宮．

? 6 月 29 自の r光明日報』に中国社会軒学院近代史研究所由唐$林氏｛愛知大

学短期受入研修紋員）の書かれたr日本町愛知大学．孫中山町革命活動に関する

資科在公開Jという記事が取り．本センターが紹介されました．

I ，署待費怪唱密集知大学JUl,O文．院大手起念セシタ.，.;i曾害時見合
TB.LO~！Z-f.7-4Ul 《ft} （内..... 》 PAXJl日2-·'1-4UZ

1918 年 g 月 10 日発行

！東E周文書館大学記念センター通信 No. 4 

旬

程
萌
H

純
情
阜
動
聾

一
九
九
八
年
五
月
－

唐
草
梓

－
E

怠
の
量
知
大
学
、
夜
中
山
の
箪
命
活
動
に
闘
す

る
民
科e
ハ
ムM

日
本
で
議
問
問
を
お
こ
な
っ
て
い
草
車
止
詩

徹
底
抵
抗
底
部
担
邸
附
府
首
の
原
誠
務
院
内
吉
田
理
慣

に
よ
れ
ば
‘En
令
一
甘
同
日
本
町
霊
知
太
常
ほ
山
田
鋭

か
伝
需
品
事
ロ
れ
た
採
中
山
の
革
命
謙
筋
」

Fh闘
す
る
資
軒

量
失
白
e
h

一
九O
O
年
・山
田
良
草
原
中

山
が
お
こ
し
仕
事
州
起
韓
に
谷
加
し
和
初
．
不
俸
に
も

輔
副
の
揃
梓E
な
っ
た
．
部
剛
山
隠
世
の
た
め
に
孤跡

や
開
い
駐
軍
宝
寺
島
文
e
a
wい
弔
良
磁
の
翁
の
山

田
智
ニ
邸
主
H
E
O冊目
の
身
辺
、
は
た
己
主
今

回
E
E
隔
、
山
田
蝕
－商
へ
珪
Z
接
出
来

由
酎
の
サ
イ
ン
凡
り
写
曹
司
碍
中
山
自
ら

F
ν
た
組
問

軸
・
そ
の
他
の
開
昭
事
実
物
聖
母E

Z

点

が
島
空
さ
れ
再

－
日
本
震
担
虫
学
公
布一
批
有
美
弥
＊

山
軍
命
活
助
的
横
車
盟
料
。
正
在
日
本
遊
行

学
木
訪
問
的
中
国
許
務
底
近
代
史
所
研
究
員

也
園
芸
林
致
歯
車
利
抽
出
，
五
月
九
日

，
日本
愛
知

大
学
展
覧
公
布了
一
批
寄
贈
在
山
国
家
的
有

美
弥
中
山
革
命
活
劫
的
措
索
資
料
．
・
一
九

0
0

年
．
山
田
良
政
会
加
弥
申
山
玄
劫
的
恵

州
知
申
u
h・
京
事
在
位
斗
中
栖
牲
・
弥
中
山
地

他
慰
宥
了
謀
碑
和
深
表
役
意
的
砕
文
．
共
弟

山
田

姥
三
郎
后
来
也
一
茸
在
弥
中
山
身
迫
工

作
．
法
次
隈
覧
麗
出
7
u野
中
山
及
宋
庚
齢
京

自
笹
名
送
姶
山
田
地
三
邸
一

的
鳳
片
多
務
、
弥
中
山
東
道

臨
写
的
接
粕
多
輔
、

弥
申
山

的
帯
倍
以
及
其
他
有
美
文

件
、
袋
物
等
共
一
千
余
件
．

【
摘
者
）

残暑お見舞い申し上げます．

? おかげさまで現在、 106 名（うち 1 法人）の方が賛助会員になってくださいま
した．お礼申し上げます．

< 氏名一覧（受付期）

｛法人）冨山会、（個人｝県原ti爾．中村組、平特例．板下雅章、鈴木信、坪上疋
貝島吉隆、蓋弁車三、宅井正勝、高川鋼、小崎畠章、高井和伸、勝田先保．積回悶男
村岡E三．池部雅文、酒井量館．山本照方、山浦克己、由国栄ー； 小絵正弘、竹田定It
中島賀町、車育費徹三、田原野県， fjl調進央、日比正司． 越知尊、健野宮且；社本百合子
長醤川敏皿．木由貿三fl!.野週四郎．安震畢．山崎揖ー．成田昭男．前島省吾．小木・泊失
市川房、寺沢衛‘磁村富士男、今村俊ー‘右既早首、前田清蔵．板本一夫．青山買
｛個人終身｝鈴木英治．小林道之”i 回浦宰去、臨本違生‘松丸俊緯、 il/1河童話．佐勝博
苔光隆．吉国良雄． 今皐溜太郎、吉村llS！匹．木口俊．河合治，三宅道鑑、賀畢掴乎郎
童形厳． 奥村安去、容名和雄、伊讃舷鹿．高遺三郎ぷ高沼恒一‘鈴本茸也、簡牢直明
笹林遺夫、尾崎a畏．戸田七支‘平井勉、小川情、下村行涯、吉岡忠、鈴木公児
松尾逮也．涛担偏司r-.比嘉昭男．可児光i払西野雅俊、田島製治郎．近蕗咽仁、満車平身子
図書全裏、震冨値泊、石関車、有国銀子、山下館長、同鼠誌． 健康元一、体徳太郎
大野豊弘、長島ー去、梅田寛、故野白朗．本国突、水野圭次郎．清水一夫J岡田稔
木村隆音、奥田隆春‘控！.＜.間哲夫、大島需主（9月 18 までの受付分｝

? 5 月 9 日の展示室オープン以来、 9 月 1 日までの来場者状況は次のとおりセすー

? 名古屋国際センターが毎月ー回発行している r月刊ニックニユ｝ス』 8月号に．
「日中のかけ橋になろうとした人々J と題 l,，展示窓が2ベージにわたり写真入
りで紹介されました．

見学者総数 236 名です．うち、同文書院関係者u名．愛知大学関係者 108 名．

団体 ・予約見学者．愛大同窓会堂機支部の 60 名、畳橋市幹部磯員 4 名、豊構市
教育香員会関係者4名、ドイツから故張緑海女史（・院中国間散員関揮者｝の＝女．
欧脳数台さんと夫君他4名、豊橋市南部中学校生徒·40 入、 ’東邦学園事務局竹医
普隆氏他2名． （徐）セノン会長羽深氏 (34期）他3名．
研究者の防問．東京工業大学鎚雅範氏、神奈川大学大型浩秩氏他 1 名．樹訴
国立大学飯島渉氏他 1 名、中国社会科学院近代史研究所所員庇宝林氏、中央
研究院近代史研究所説土張玉法氏他 2 名，新民高録商工職業学校陳朝昂氏他
1名、 韓国中央大学校教授賞砲圭氏．任栄哲氏他学生旨名．

。

？ ，昨年 10 月、天訟をリハビリ械灸治療のため訪れていた加治畠俊郎（書院 38 湖）
ご夫饗が南聞大学を訪問しました．愛知大学現代中国学部の現地プログラムで間
関大留学中の愛大生． 大月5昭和吉んと会い．彼文から愛大で学ぷ跨り．問文書院
の歴史などを熱っぽ〈絡られました． 加治毘さんは心の支え．人生のより所とし
ていた母校の名前を孫娘のような年頃の学生から聞き．感動したそうです．皆織

も天$へ仔〈機会があったら．ぜひ南関愛大会館へお立ち寄り下さい．

? 本センターを 5 月訪問されたIII宝林先生が帰国後．「日本山田結束中間子祭壇
船的資料ー兼考う程度齢商張相片的拍盛時間和地点J という一文を団結報（98. 9.17)
に投摘されました. ;ill旨は展示資料中の宋度齢の写真の背に脅かれた山間純三郎
の文から頬推して．「衆庭面由選集J 等でいわれているこの写真の倒影日時と場所
は限りであるとの見解を提示されています．

? 中聞社会科学院近代史研究所から客員研究員として来学中 02 月より来年 2 月
まで）の主奇生先生から楢議与史学（98. 5）の房注目・土梅東亜問文書院（大学）

培案的宛現及慣位”をいただきました．内容はまことに興味潔〈．以下顕在迫っ
てご紹介いたします．まず向文書院に関する中国側の現在までの研究の紹介があ
ります．即ち 1936 年上海生活書店出版玉吉魯”最近白人研究中国学術之一斑”
中の一節、 1964 年上泌文史資料選脳第 17 問、吉宜康“関子東軍問文書院’·. 1982 

年台湾中央研究院近代史研究所出版“近代日本在盤文化及社会事業之研究”中
ので節、 1989 年宣旦大学凶版”上海飼典”中の項目、 1 990 年JX;)l;堂徐隆文史
資斜週明第 5 輯“関子東軍同文書院的ー鱒半爪ヘ 1995 年齢智良結集与史学第
5 期”上潟東混同文書院述泊ぺ 1 991 年 lll冠初倍~与史学’民泊JI(亙同文書院
的政治特点ー書官与西方教会大学比較”があげられています．｛以下次号｝

, 岩波広辞苑（5 版｝で「来夏J の項に「東亙同文書院」があらたに入りました
(5 仔）． →愛知大学とあり、「愛知J の項中の「愛知大学J にも東亜同文書院の
名がでています． すでに三省堂の大辞林（2 版）でも『東琵J の項に「東亙同文
会J (3 行上「東亙同文脅院j (7 仔）があり．また鵡鎖社日本路大辞典（初版｝
には「東亜同文会j (6 行｝があります．もっともこの説明には事実誤認がありま
す．

時間年 12 月 20 目見行

~ ，号待，R長曾 愛知犬繁東軍関：，：・院大学記念セシヲーilH貝金

TEf.OU?,,c7.“IICf<J （内・＇＂＇＂ 即日制ヨ247-4 132 • 

｜間文献大学記念センター遇制0. 5 

令 おかげさまで現在， 121 名（うち 1 法人）の方が賛助会員になっでぐださいま
した．お礼申し上げまず. 8 月 1 臼以降新し〈加入されました方は以下のとおり
です. {1998 年 lJ 月初日現在）

氏名一覧（受付願倣称略）

（個 人｝蒜 lE2. . ii,保田文治、野田孜郎、安垣砲、高繍五郎、小県清一
｛個人悼舟｝向田葺ー‘麗笹三郎．児島駒吉．小田啓二．菊野章夫、小五事現ー邸‘貴田俊介

山口左!11. 高階昇

? 9 月 1 旬以降ょ 見学者総数は 180 名です．

うち‘問文書院関係者3 名、 愛知大学関係者 79 名 (1993·年 1 1 月初日現在入
団体・予約見学者は愛大同窓会浜松支部 20 名、早友会 38 各. .U）下容鐙．般機

市立問部中学校生徒 30 名以上司方々．
研究者の訪問は周屍姉（東京大学大学院上劉ぎ蓉（国立悶父記念館L リンネ
イ・ リー‘リニケン・リー（愛知文教大学）‘方克立他 2名（中国社会科学院｝．
椅僚梁（南開大学）、洪慣踊｛国立台湾師事E大学｝ 以上の方々．

? センター取材（JO 月、 11 月分｝

同窓会報．名古屋新開会． 耳I新住建（建物について）、入は広報Ml.

”膏院関係者からの各禍ご連絡 3件

お世話になった同文書院の先生方白書かれた著書、その他資料等についての問
合せがありました．

? 寄長物品｛書簡）
阿部弘様（・院岡田）資料コピー 2点、小図書ニ線（書院同盟）ダンボール 14 箱．

長島一夫様｛書院向車） 1 冊、木村隆吉様（書院向車） 耳冊、高瀬恒一儀（書院向車）
1 冊． 奥田勝彦様（曹民間患者白旗出） 1 冊．劉0蓉様（研究者） 2 冊．
宇部生数人に苧伝ってもらい般理中です. t'!理l/1:. 必要に応じて配架していま

す．
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＇＂＇ 卑 2 月＂ 自宛行

〕三笠主堂とこ竺と;JJ.
S竜門＂＂河”em;i,,寵昼間文’院大..~也－＂－蕩t• ft・

? 混示自科問状地【Hl98.S～ 19抽. ， 2】
<).J

. - 司 . . 回＂＇
相手卜m缶-jl出掛！副知世d ., 

－？ー I - I - I ー i ., 
,s I 2 I 翁 I (Jl I 監！ Ol I " 
田 I 5 I 15 f <,<) I B3C・l I O> 

24 I < I o I(日 l 坦（ J I I 却
図 I O I O I (S > I rnl1l I 伺
鰯 l 3 I a I C3 】 l 嶋 Ol I 叩
211 I II I n I 14¥ I 細川 l I ご
41 I O I n I• <31 I 回 Ol I “ 
7 I 号 I O I l2l I 9 11 l 』 IO

' ’間四五量管慰問相官2幅墨田白書宙開沼田・副 －
~I 司 I 栂 I <,., 』 <l'l2>1 I O 十 - - ・・ - u -...... '"' ・周 ・m IOR ”内 2’R

? さる 1 円 四日午憐量大浪仰学院 2 周生のー拠地検字’級告会••t，古血役舎においておこなわれ
たました. ＂＇聞大教で時年. JIか r, ，，月まで 1 ヶ月間学習した＂擦が常生の中聞JI!による司会のも

とに il!められ留学ゅの盟斬聞や司副作品の盟系 ピデal'による京劇の立ち廻り ’P田武術の!liltな

ど問事司認を受けました．

昨'1·1'に1111 • した湖周盛大会郎副問問の入週も来¢きされ 復間ひらかれた歩生との史統合の館上

松山明治fl: (46 朋．’E太田副3問》から悶思議総慣の”が民中4戸部に有岡ざれました．

問Eはこの，，，離を山下回失血｛理大＜t柑;;l! ） への＇！＇•I震の.，.で次のように配しておられま喧 ．

（由自由｝刷皿機の舗を同針しました， 12 年前•I •国偉大｛溜碕｝で，tえている時．日本に留学を'JC世’

aれτいるE称省治問市11!ニ入院鏑院の高華民というお医者さんから頂Uたも申で'f"，淘聞は周軍家

の＂＇身砲で配念聞もあり白星己も一昨年見学しましたが商さん巴その砲の出会でlヨ且来とは岡田です．
拡が第一ar;iの視貌で犯には4 人の1n注する人物がいる．父観 · <U硯 目句通ー周恩来の •I ＇人；”の
也をあげ．何臨＂＂＇同盟来を繍依しているかについて酔し〈踊しをし＂＇した． , 

四回年収後初の酎·争fl者団i孟‘I'附榔で向車朱に会見することに式よりましたが．彼IU！響曲を主国の
外まで出て出直え ll 人9)ft雷の ： 入 1 人と僅亨， ，；耳打して担え;J,.れました． 各社のE訟が怯名と.r,
例会名景りますと ·q，部日常ii過は日本で踊 3 骨由民I間続遣で有力な故迫田ですね．よ〈初ちっしゃ
いま した． と微爽みながら. II，と自N是主わしました＇ I 位 1 祉について‘その社の立場を明朗勉強
しており それにEじた冨i::e回って〈れたのです．大台怠手で硬かいま危ざしを控ぢ忽がらの昌司院

は. ·~すが第一b慢の人物と畢じたものです．

E誉会見11迫力がありー目玉がJ亀岡.，鎖国主後・ を鼻息する笠の；たをいJ'f l:iE直言って日本のE者は

’i、~＜なηました． しかし恐後に彼は罰則”な聞で＂ I!/さん‘告聞に＇＇＂＇聞の立渇がありますー 名目人
にも§回人の立場があります とれは凶憾のことで噂．ですからおm，に普いたい己とは思う存分宮

＂＂年 4/llO 回発行

生竺霊笠どと笠とム』
見何買峰宮 支路大学』E置聞＂・R大学包孝tン，－a:·:itVll塁

? おかげ在訟で現在‘ 1 37 名｛うち 1 怯人） 0）方叩H助会且になって〈ださいました． お1L!2申
し上げます．昨年 12 11 I 日以降．新県加入されました1;1t以下のとおりです， (3 /) 3 1 日現在ヨ

民名ー，E （！＞付限．融ね崎》

《個人〉小絡先，.，山よ反行、山a・代閉伊賀玄宮北れ滑八＂今界”!.l.l京ti陸ー中lflt!S . ＇、荷主治

〈個人時身＇，.，.柚之与11111 am1,1岡山’...... ，，，，.，，.，，包＇＂＂則宗谷川伸ー

小＂！ I・>ic （岨λ→句人姥s，へ砲駿》

賛同会同制度も舟毘しで 5月で ，，事に伝ります．耐人会民自方に，，盟関U宅7司ごF質問とご怪障

のお副いを用問時7の 1 .. n酎にお退。しTいます． ご協力町I'.!. よろしくお圃い，，，し上げ

複すJ

? 摺方小注目E去の酬軸他融点 E圃

佐々布直島正より理主会を通 L,. 事アJ小太郎丘のIJ』軸且.ltllの司市開削ありました. 2 Jl OG 8. 

迎車会事師同量. n柴崎子崎正明川foll!丘、佐直策朗氏‘中野政岡正‘ 大限ー智正‘松尾直也
氏市bざわざ楽学され， IQ配の品を学量に零被されました．そのi丸セン少ー血昂＂＂·脱されま
した． ．

? 量瞳襖盈 【奮日蒔｝

本田曹三匹民 l曹院＂ JIil .田．櫨友会悔 l 関 ビデオ f揖岨温げ＜ JI >I: 

把！＼＼駒宵氏（也院 37 用） ill!l 

? センター取材

1 /1 9 プラ牟ツツ、 I /. 2 7 2 B 名古胆テレビ（i毘署名除宮プロデューサー｝

t Ill承主丘町書センターへ寄圃される
,r 中日両国人民的 司園田友位量

保積世界和平的重要力量 』
小林ー夫先生児童 厚承.\1< I ’ss •手’悶 3 日

？テ ＇ ＂メートルヨコ ω 包ンチ

このたび. ,1、体一哉氏【由院叫｛郎｝畑、量古田 3 問）から躍ホ車元'l'Bt司F凶合会長町密
田育園出ありました. ，，崎容正町お字紙によれば川前略》眠世田中記者l<控bl実現じ. 1抽4 年

• JI . 日中置方の例代E者各 9 名が 911米夫々沼佳しました．時あたかも唱団 10 周年に揖〈首

唱北京でした. 35 q•の姐月を時に且H起しますが‘すでに 6 -<II IJIJl! くなっています．符は I Q!

即日間を時1るに臨し柿悶することになった 6 q， に紀企：にと矧ごうして下さったもので．主古は

” 

諸活動の新関記事 ・ 広報関係パンフレッ卜

H命い．とことん閏噛レ求しょう．中国には喧嘩をした揖．本幽四友人に忽れるというIllがありますJ

と湾？・ 唱さん．これからもいろH予忽中包人に金うことでしょうが．どんどん喧嘩をして本当の
H暗号

友人になって下さい，h としめく〈りました．

北五誌を去る前日 お別れの耳がありました削径はまたλロで 1 人 l 人の定者を出迎え揖乎を空

わいでい律したれよ配省φ眠さ <I!， ，・， 'I'国みとた司キ旦と~』却を』夫したお1包 . 7：.＇『~骨＇.'!11;?..'f?韮の
あいさつでした． これをパフォーマンスといって片付けるのは簡単ですが且は捕伎とは思いた〈あ
りません．やはり第一蝿の電池家です．

弘はこんな話を生徒である医揖たちにしたわけですが．周思索。同車の粛さんはすっかり I!!重し．

冬休みで闘った叶．同思議に包いて貨ったという銀支の嘩をi書隔に持ち掴りII，に闘って〈れた自です

私出｛何度も傍過しましたが。“払の悶掘削t作り にしてUる同副議を松山先生が棺瞳しているととを知
η．こんなに揺しいζとはありませ川・品I与量けとって下さい．”と曾って且に掛って〈れたのがー

乙の谷町いeさつです．

払も'f!E:とりました． 後間年生曾ていられる聞か．ひとつ〈らいは偲伎のために役立つことを と

ll!＞＞こ乎ifを盛大に冊るRとにしたわけです． “努力学宙開基求舗 は周恩来削信に口にした首謀
です． ”不拍後四伯帖個目言書と共にA仏の庄吉の簡です．中関学部の的高にでも白ヲて別ければ

と闘ってい主す． ｛健時）
園自!U侵略理の奮は‘ Z革亭化中目友好協会会昼の舗などととらに環代中国軍歯車僚に掲げられ．学生路
震を闘虫すことYでしょう．

? センタ一週信 No.• で嗣介した中国仕金利学院近代虫GI究所王管自主先生，.＿ －東豆田lt;JI院学生掴
査雌f干の革E車問問究”のテーマで昨年口 R楽学．谷口敏慢の保司容のもと吟ニセンターの買得．当事学図

書目隠山宜庫などで掴E涯をおこないました．また）1!1震では外硲管外史史同館と3医大東博文化研究所に

おいて聞係資料を圃翠レ．研究者との交担εおこ r，いー その後来爾へ移動し 波大人当E将学研究所で

の踊倉と研究者との究院をおこないました．なお本センターは拍本信庇 ＜ss 閉し木旧費三証正（88

聞〉 地上n一民＜，o 闇〉 とのインタピューを斡II! しました．その問．た＝たま名古車T V.llで企画
中のJ!(li.同文密院生をテーマとするお郎副作｛鐙当 i!f-1!名舷宮7 •• ，.，ー〉のための取併に応じたり
瞬均的に日程をとた注したIi. 再度JIU%へ出てω 閉山合 理室舎などでの圃査と買植をおこ亀い 2 11 

中旬に曲回予定であります．

? m血s r上構成亙同文畜K 【大掌｝目2慰問克現且回復J （その 2)

? 

四.， <r-. it話回窃mro1字守分聞において同文富民の貰斜ー学生の珂査報告書と8誌を且つりた．そ

れらに回国立南京白書闘の揖の草書聞がおしてある． ·I ，余年来、 筆者が見つけたものは今Eで来公臣

の本最抽文情成田1とめの時行自32. 判借問傭および位措置”と同文会本邸からの手紙なと千余点であ

る 北京図画館史によると． ζれらは中国酬が撞眠した．他の日本倒揖則自 1i.lilとともに出向．鋼連
副手配しτ立獄図書聞に追ったものである．｛日建白民同中国吐金将学院副‘園児院究所前JI) 《臥下次
怜｝

この毘)ITは町 問主富良配念卵 、、，L:! の東軍同文笥院大学のm，の符プ.，. (.I,.久見｝の刊曹と符合す

る．ここでの北京図書！1は旧北京国間闘で いまの相林帯分闘を指す

失々に”なっていたと血います. l!Q!1:11 r文化大1(i命』と量動員百lこ入り．私が拘置北京に駐在

したのは IOU 'l'から 77Q!の飲まででした． 【1量略） J ということであ白ます．
センター·lll 3島正直町コーナ｝に展示いたしております．

? 車亜同:st曹院創立百周年配主ビデオ『置~ヨげく 』
これは商掴阻一民（闇院4 l 則 I 削つ〈られた映像による書院と奮院生の周回Iな記聞の血大正

であり‘書院を剖介する絡好の貰”でむある．
高掴民が量竿にわたって樋JI/し嘗回してきた眠像をベースに‘ 日吾作副作曲した『学世出陣』
四＂~付句雪組喝なども宜え 奇襲盤学田傍から晶置の耳（jlj開文会創立百周年記畠主持に至るま
での織々止催し司毘植や買軒を中心に 上梅の学命令師.12み，， さらに品E由民築をふんだんに
融り豆1f、院IP( - 11!眠の歓声とiロデイーをパァクにー町聞のEデオにしたも白である．

このビデオは退同J~2千円で諸友会本田で国布しており 鴎入を橋田さ判る万回代金週刊tλの

上司下毘へill強お巾しbみ下宮，，.
宇1曲。。1 3 諜l(II苧代田SIiiヶ関与.... Ill山ピI>向車友会

t aヨ崎作権院自白白楊学
3 月 24 日．台揖掴仁犬繁外!ll掌続院院であり作家町肺水圏氏を時賓とする台間昨日唱の作Ii!.
時人．闘Rヨ康問書惨され．『Zンタ－Iii；；＼重なゼを移岨された． いずれる現夜．台荷量学界にお
付る開岬たる人±:t"Cllる．

鵬示鼠では国文． 山園陸齢町写真をはじめ．山田純主席削位農をしていた江剛芭縄全国’itの'Ill膏
明 t台湾の署名な印鼠 敏人｝の移民｛畳大現代中国学部 It英，~助尻目白位示によるも削
などを鴨畦毘〈見危．

（代g盟国》 冒愚 ”＊補 《岡仁会学外砲雪解鶴隊長． 作.，

悶’乱調狙静 ｛又温・＝11.. －羽将a， 作穣】

周民館＂＂ 《小畿税｝

間奥 平 路 《小銭＂＂

図貝同IU ｛時人3

図...捌 《”人】

飼ll n・乏 ． ｛鴨人3

国民舗怯3佐 ｛霞:,t作司開

国民泊奇書手｛園駅事3

図. ＂· 克 f叉国会E・llll . 作a】

箇’l :w姐 ｛作東》

なお、代世田は東京では東京大学．大阪では周聞大学を肪悶し－学情'll!慨をおこなった．

? 贋燈邑 fよ濁夜E間宜・院【大学】回調底的見現且偶僅J （その 3 )

北京国留盟拍梓守分固に附置されている買闘の中でm陸百氏が晦臨している醐茸，1a•••－ 次
のとおり（悶36'H（降分｝ ．

叩36却の同笠軸白書i志郎2次よ／Ill!！涯により堤虫したも白ちしく~＇且. (937 停のもの肱怜ホ

揮躯世良による研究蹄仔日誌‘ 四時 S詳のものは，h竹宜先融担による圃軍陣汗健告・.aぴ南F宇
田l!'i貰lの大時好日昆である． これさの絶にす下車llft慢の研究血行日Ill ( 19.四年J. !Uf正平寂

佼の明究凪行自陣【 l 93!J 時｝ ． 望書由守佐慣の掴配怯円白血 (19咽年） ， ， lit百初次祖阻田陣同研究

開仔M与c: U94L＇同‘ 際ー朗世田町聞広 車問II聞究府行日肱白出 I 省同がある． （以下氏吟t
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同目標＂＂＇目提持

I E大周文曹鰐Bi!,"E

' τ盟晶詔－0-4111 《代J t肉．．’創ilJ FAX圃品d“$

? さ台に金貝の方々にご踊院のお聞いをしてきましたが．おかげさまで多歓母方々がご也カ〈

ださいました．お礼申Lよげます， e 月 E 固から鮪鳩加入．ならびに髄院されました方は以下

のとおりです. (7 Jl 同日現在｝

毘11ー覧｛里村鼠・也綜路｝

《圃混血入》 ｛個人』山口県』栂樟II之 《個人脂身》安目前．直Jil1f. 内川大南

｛樟人岳民躍冊。酎竃山会

｛個人岳民植民｝笹下lUl，軸木偏．盟原博宙．砲瞳車文．園田翻男. ,J,訟正弘．鴎掴e，曾／ II圃．

毛井正田．中島宜司．四国光保．国間働血．佐野宮？，..社本百合予【個人『個人

民身〉．伊血道虫．中村歯．酒井富圃村岡正三．山本隈方．小木田抽尭．山暗挿一．

店回目夫《国人司個入居身九百冊目障．曲島包吾、 l2R，－.向田夕食ー．

＊田園三e. 量発阜三‘長谷川世.m,.

’ ～’検事申書に寄せて～ ISi示志民の盟跡の畳聞についではセンタ一週伺同 7でご朗介い

止し宜した．胃信者の小林ー責Eよりお手紙をいただきました．

4曲時】唱睡．日中毘智虫歯除掴和田臼田4) .... 4 II. 肪申した拙tlll三自民党E間と＂＇来

車中日友好協会長との聞で会副メモが宜良され司実現の置びとなりました．これを畳けて日本毎

回也舎で岡宮町苗果．常駐柑輯員 9 人を;Jtl，し．そ申年の 9 月 29 日北京入りとなりました．丁

度中園出祖国日周年町田直簡を控えた盟主すベe開園と ll.t.< りました. NH Kからは小笠が 9

月 2' 日午後．羽田発の日岡田で寄港経由で魁任し監した．

当師、商眠からは翼団のロイター．フランスのAF P同盟偲祉が告ー人の”係自を常駐させて

いる崎刊でした．しかも特楓凪由居間i孟蝿制が踊し〈．取材関聞は北京から 2 5 マイル以内と定

められ．それ以遠は齢可制の盛件付きでした．そんなE’＇· ISi忌志会畳は毎週一回．日本人毘者町

田聞にこたえて．一時間ほどの間食会で情報交慢を含むg践にこころよ〈応じて〈れ. fl.共の中

国理解に有益な喝を慢Ill して〈れ差した. ＿，事後世間を軒え里代する陣、配tにと同ごうされた

町が今回布団白書というb吋です，

帰国のE写. 1966 年 s nにはあの文書広発動で中国大乱由穆聞吋となり乏しだし．置い問問だ

ったとはいえ．私にとって畏Eな中国常駐だったと思い垣しております．二度目白北京は 1974

偲～1977 停にかけ 3 ＇下平でしとが．四百年は周恩来．宅問東即死去と四人佃泊畿放置を聞のあ

たりにし配脅耳利につきる中国鎗直でありました．
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2剖a a写 1)110 目毘宵

I E大周文書館記念センタ一通信 No. 9 n 
附間.. u大相雇用阻師自センター車寝

明I博して8めでとうござB唱す．本年もよろし官E高mfeff.

’ 今国も多〈の賢助金貝の方々にご·1111えいただきました．お礼申し上げます.Tn!SBから舗IIUc

入ならびにlla3れました方は以下のとおりです. ((9”年 121!24 日現在》

民各ー置｛量付ll•litll-略》

) (.I層処掴λ』《個人轟身1 やl<I関掴 【圃人』畠揖．
《・入金且－高舛’B’”図宜組前園2・E .耳障ー失青山量今村畳－ B園量Ill （個人

ー恒人.，・3 lliEe. it圃圏直llliJII 小U-(11人骨・入量島1 山図

書官市出土置脅北村鶏A盟小嶋克彦

令 書院罰晶者からの聞い合bせ4件
'l'IO生より成.....の伶．遺族の方々より同＂＇・院の当”の所程絶句父の脅かれた旅行犯につ

いてなZの聞い合わせがあ吻玄す．可能な回り圃ぺおi2111します．

t －物畠
同協弘g (Illミ却繍》嘗絹回国 青木党利橿 1!11査四旬． 内問実ー凶賓興 3ft
ありがとうございました．

’ センター阻骨・借地位送． 朗自飯田社週刊却似紀． 名古島テレピ
渡辺刊 2 Oil組問曲＂＇＂＂勾にセンター皿示Ii,の写真が名前入りで匿っています．

道各省且テレピが胸 l 年か吋て愛知大学現代•1’国学ftの学生とJI!亙同文．院OB. ピHi！念セ

ンターなどを取射しー現白血ロケを含め創＂＇したドキュメンタリー・包『脅’の中国j が以

下の予定で政検されます，

地元名古畠エリア t量掴・瞳阜・三車｝

タイトル 『名古島テレビ椅錦 町署の中国～隠る日中宜野の思け繍～J 《 1時間寄組｝

且珪日時 2月四日仕｝午.，崎から

その飽f,古Eテレビを官時たテレピ創日系列各局

タイト｝ル fテレメンタリー司事の中国J (3 0分.担
I 佐世a I 政量時間 I 
3JI II 臼《えJI 20時四分～｜明日Ai! t大匝｝
3月時日《白川崎町田分～｜九州朗日銀送放園周日銀i丞 ·II'民旬日銀送・筏津明日銀送

3月四日｛日》 12' 崎 2' 分ー l;!tll週テレピ・東日本厳選｛宮厳ト由形テレピ
飯綱テレピ 21 ，北島朗自量珪 (o/11)

2 

? 血圃毘先生Iζよる研究.Bil舞金
鳴門，UI'大学の容員殿ぬとして家臼されていた団理匝先生が 611-1-6'160来学されセンタ

ーの書割．同支BR周係の東軒の闇貨危どさnました．

邑かの宗置でしたので．学問聞係官と Ill(霊用文置院をめぐっでJ というテーマでE書館金を

もちました．

Ill趨民先生は．現在上悔の復且大学厩史学’攻！！！.長間間 日本史‘中日開係史＂＇研究と政府
に世事し｛次の同文笛院記念穏にレジュメ掲眠予定上『日本通lt!J を同じめ著a. 111文も歓多

〈宛裂しています．

’ 劃ゑ昆食怠【量釦大学大学院文学研究科・淘士ll園田Ii）の圏実に・龍器会合国究員且置

副朱甚女史の f中国街彊タクラマカン砂Art•における両国ー司匁とオアシス毎務J という
惚土句慢与曲突が今年度の束通問玄窃民!l，念Iii金合研究環助震に決まりました．

t 名育園刊北京国・11111柑
北京国曾閣に問鼠されている国旗亙同文也院大学問係国1lHI”についてこ町伝ど！lH＜中因子伊描

敏慣湿原正且び本センターで研究掴llされた中国近刊史研究所王奇笠民が同園町向量産郎主国匝

供センター径の胡秩均女史と逮舗されたl!ll!..月中旬に北京を邸周する名古届 τvr脅，の上

海』取”聴（JG宅f,敏宏チーフディレクター3 がこれを自画館するZとが決まりました．鶴療が

大いにIll掬されます．

t m盟国 r上掴車車問z・院 t犬繁｝柚罰的見硯耳慣恒J （そ司副

同閣のちのに太田英ー‘坂本ー郎‘山崎伊太郎五味ーロ部四郎. l\'1[13行山田市‘曾崎

臨造. mJ2:11ろ般民の線符Eがある．

その他の賓”として 学生田蛮人旅行田事盆昭和 12-15, 年度路行ヨース褒と予定震. l，叫.... 

E愛車密同文寄院大学一覧車憂同文宙民司，i:1111... （聞手ロ 2-12 年度3 支＂＇＂＇究畠研究揖符同

事!l!姐告．沼友会同窓会会員名節 1937 38.. 叫 42 年度分がある． 〈以下次号｝

? 利用状況岨告

(6.11 :WI 口現在』 ｛予約書阻em ca祢聞｝

＂＂健医｝ It 【うも伺国人l 4 月 16 日 E慣ライオンズクラブ..名

4 月 17 日高田阻月合 17 名

•ll " ' 
。 "J ”"> 4 月 19 日探谷敬一倍S名

2” ‘' 。 。 <,, U(l l 

3凋 " ' 
。 "> 2'1(11} 5 R 8 0 畳犬同窓会理切口名

<A .. ' ，。‘ "> 10｝【自】 Sil 2 白金曜大学今中比B志処 1 名

'" " 
. 。 (21 420) 6 ll H 日限且火学 m硲民

'" " 
, ,. (ll e5 ( 2] 6 月回目音羽町店狩置き民会多国翰一郎醐 1 名

1t 1'1 " 129 C 15 l 3刷0 I 
暗合計＇＂鼠哩司自h 6 月 2> 日上淘金属国玲子組 6 包

’ センター剖JIii定配

|\ ”’ 
1市i:-司P一肉石了 ＂＇徳島h

•R 開 3 10‘ ( 3) 

5R 3< a o <2)
8月 3J , 25 (3) 

3見 2・ 5 0 ( 10>
自周 会田 2 0 (O) 

91'1 
" 1 

0 ( 1) 

10月 lS 1 。（ 4)

11 周 " . 0 (4) 
121l 2，。 。（ 2) 

計 ・＂ 31 129 (29) 

計円も同国人3

197(0) 

<><•) 
&5(2) 

31(0) 

2。‘（ O)
82(1 >

>GC‘} 
59CO>
21( ") 
mc2u 

7月 2BB 仙台鉄退網岡弘史 $3f;
1 ll ＇.自朗自S両国防康問小JII純明
8 fl 4 B g大オープンキ~ンパス ,oot. 
9 /l 11 白紙山田治飽lll!l'5111 16 名
1 o·月 1 B ゅ<Jltt<t俗学院近代史＂究所恒底・«n£
10月間日～U目 3士会恩忽皇軍会 144島
10月日目 シルパーカレヲジ同窓会出 f,
l0'/l·3l 白金火筒8,t有志 8名
l L 月， a cn:ie ・向子 ,,g 
11 nu 日中野小学民生箆 11 f, 
ll ll 20 回同文lll健二食会 13 名
u·n12 悶 All会 8名
H 月 29 日 現関陣中字限定徒 1。各
12/l ，目中間仕金問φR ，名
12月＂日中国大使館事前1f －異動”と 2 名
12/lZO田中国社会科学院近代主研究所俗文r, I 名

’ 厨園田 r.1;車京E同文書院〈大学， a窪田，電車及.｛11111』《その5)
書院の花関学生の版行田蓋縄告と日'411日本軍の占領臥前と以後でlllE,引〈ことができる．占領臥の
ちのは自分たちの国査したい項目を表にしτ壇絶でIV.する方式でおこ危うものの．日本占‘a，力と〈
に閏蓮院．般事隙， a本軍‘憲兵庫．”局観豊田などの国同や買斜の担供eぅ吋．槍3与の健也政相の盟助
をうけたものであη．その園遊項目は多〈目本の侵略．目$の中国侵略也聞の盟主誌に応じたむのとなで2
ている．

北京図書曲所砲の一千招にのぼる間”ゆ．四唆絶匡一千，1;1省．白調．淘陶島．東三宮. l!I膳 a門は

どの史”は3分の i 施Iiiあり まことに貧血である． ζれら陪中国辺唆史旭窃究之はもちろん‘侵古学
ゆ臼関係史唱 0\011.t'l>!l!. 中国相胃史‘ ,p国政府史など関連圃研究にもll!lをもつものである．
同宜111民買斜の尭畠主制m，；.中国・京商アジ7研究上の商関として目標であるが‘さらに11111怠fl

ほ同宜密銚と学生が鰻告を冨〈ために当”の史”を＊!iiに使mし保布したζとである．その中には日本

の中国恒筒檀閣の島密貰軒が置院生の掴量過唖の中で控自に蒐損されたものもある．上海に関する虫剥
が晶も多いが．その飽．上還のrt担のもの以外にも在窃日本指睡回且t.<n本居留民．穆中E血値段悔の

ma. 匝鏑ユダヤ人とロシア人．ヨーロヴパの在霞鰐カ．合理円．穣お．刊行物、，E脊‘ g備などにも
のがある．《完］

田砲且民の拠字的 16制刻字に且ぶ泊宜の11<-S.を掴介Hたしました．鼠圧の多年にわたる靭力によ

り. lltft叫に権叙されたJU！同文書院大令所段の置符ー骨に翻宜銀行関するもの胸ー千点がζζに在11

E明されたことはlie ことに画用問であります·＊センターでは珂正をお掴§し直鐙お畠をうかがうこ
とをIt闘いたしております．



E側陶 lJ 10 111 E担行

愛大同文書院記念センター通信恥 10 I JI”’Ill・ a姐，k’怠遁縄文．随－傘’＇＂，ー書官笹Ill是
.... 謁－胡1111附倒・樋Ill •• 泊路島，，-tm

杭措司也地よい$障になりまI,~.

’ 今国も畢〈骨圃助金且申方々にど陸銀＂た疋きました. ＂礼申し上げます．陣専問 1124 固から
置鳩掴λ.t.tらびに瞳畿さ凪去した方位以下のと縫切です. （却制停’ H 却日現邑』

墨書ー量 Giff•· 也樟圃帥
僅AA且a・2 ・山由
f個AO凪鱈副帥伊質調k盲石田早置醤棺富ま男君聾信ー中野磁調小高温論曲目零 &1'

Uf僅A－個A縫轟3 -f・A噌flA鍵轟3 館事a (CllAI司偉人緯骨’
軍属檀電信’富~中副軍司温帯信組縛l5IIE三 高鋒栂仰盲.. e噌
量弘・DIIIIJI 圃尼崎轟館館事・圃先偏向園緊ー曙＃iE，地Sitt:

t個人時価A縫轟〉 伊穫量高山$圃書崎、＊歯泊車山岨舟ー前島書官曾ll

・ ＊－盤＃皐三轟曽川相Ill 骨岡慮揖前田清田温串ー車今村
俊－ IIIE巳

’ B臨調偶者から＠周U告b鎗・叶件

岳民e••書れた11削ご描IIされた会社．大学．から‘社史令大学虫tJe柑~I!:・。，；問い合わ
せが 2嘗61Jll!L.I.!:. その瞳ι .I:揖でお宜鰻がお世橿巴な，t由民の方e健I,'~跡胞で.色れた

fーがいます．

曾寄眠’h晶

曲臨書＝－•軍曹掬盟国．山図書代理Z橿 t書a剖掬》アルバム 2 園．

? センター車総
Ill週刊20世紀羽岡＞ '1121掴句にセンター厩示品«＞•軍属都品前λりで民，τいます．

議中日町聞．気剛年間．踊．醐．臨1, 8113 巴車軍同文書襲＠毘寧が. Slit撞債で犠りまし

た.e，骨耳慣ー庫医院センター骨車”に刻展られS医した．

’ －組？骨骨札抹
費助金園全且‘その岨周係者＠方々記Ea・7喝を蝿遭いたしました.11!止．ピデオ『青春の

中国』もご也カいただいた方々にtillりLました．髄川‘旨予信 .l:1Ji4予憾・岨踊Oil極・山口
直子園・金丸一占舗よ句忽礼Itをいt:.t!tt. 置震もお掴ら省〈ださいました．

要綱X鶴宮'tl:-fz~11-•mホアl

t 今回も•＜の圃助会員骨方d・にご福島いただt:ll.念．括処.•1...1:げ玄ず.zc嗣4'10111 Bか

ら厨鍵掴λ．なら聞こa鍵され＊Lた方位以下骨とお，です．相剛匁帥月 :It 日!lit£>

且畠－•＜聾骨・・敏韓・I>

告盆A由圃・a> D山台

値目人曾圃a>zc剛年ti 軍軍軍踊野薄田園P貨宏富由主事符由圃畢碑申傘柑掴A血

ゆ韓鼻血申11111量

曲目年竃分小畠Z晶 Z圃A『個λ篇，.》骨固定a&llu.!Jllt謹来高格指鎗

官ma ••a旬··－骨属－ E禽lJllf)倉・11 薗圃園調唾轟lEII 盤掴S
向周縁ー曲目軍小本曽治量前島書膏本圃司呈庭山崎揖ー寄嘩固却曾R’
.. ・aa本ー表令伺偉ー富也殖轟E巴

f崎細血λh 温圃••＜個人館a・3 岡信実寓 t個人T 置御盤奥《個A) ll圃Ill'”（GI.A.I

t 書院国晶..・晴宛宥か島咽冊い合b骨4件
主棚倉せ・怖刷出町臨時に櫨貧血暗記ll<e・.郎、という刺市聴骨量に骨、て‘品

聞事円圃の，，，.，金蝿t-惇るf:.／／）車時の且思量骨有鱈·＂＇膏I:白人量骨盟会．$園生時11.ll. ：！遺

民の血行宮の有録、 .ff＜して．躍されt書歯車車需生骨量障から間窓会骨有鑓民弔いての悶舎<tt~

e，，，，’ました．

’Eた.NHK,-o>:r骨＇＇＂＊揖夜恒（,C,咽時e惜 aでjll原2富男氏巴J:i!i同宜・a時個分...,, ...た

憧陸ー館開方からも調合せ，.，，，りまナ．主に岡宜書院について骨書摘骨組舟都＊ぬられヨ障す．

T 寄託晶A

田谷世ー樽由締8固．小体畠予儀書曙 E園、温区会 2層、回且皐.樽書籍a，弘尾崎混,i;
蝿・錨S帽， l'rlll銀融 .I:樽書通大軍－晶怯t箱、、書締＠予園事R量＠・銀帽．膿寓晶子議司区

間車生向時書鋼書、梓且犠書箱a圃、江原一層揮唱号籍 2 冊、曲本富揖・精霊冊‘曹車砲昆予極

書籍8範．岡田弘蝿書掲・貴闘I箱

極左脅J:9. II産量贋首骨II. 書箱．写耳、膏軒等書副院唯Eいてお穆．ただいまE理中です．

t センター臨柑
車輪曙:EKLY HONG KONG N o 1oz 2000隼 1111誼

軍NHKラジオ調書恒ζζ畠の時代曲9 （州 ＠盟 (JI<）量遍

車中園町周（3/1・串附.a誕Iii関（15/'ll 車柑3 割扇面II (I闘車輔｝

援踊周E・ U偶周惇層面》 ,i,p厨関佃刻佃盟｝棚田店 舗a語”。n夕刊3
議首副聞 W回＂＂（6岨

諸活動の新聞記事・広報関係パンフレット

’碕究皐島企
か担て泊脚色同文書院記章センター直信．同文書院Q個？”＠で幽：u，紹介しτ来漢し止厨血目

先生金担帽し‘冊銀座民金を闘いτいたf!t!車し止．

周先生肱髭剛隼71Ul 固 t告） I:.禽目吉れ.n 目【土》量知寛章豊担按宮本SIIFlll2合国
賓においτ13:曲よ勿鈎Z時間．北京間奪回由個所蔵申寓亜同文書院図書・自鰐Eついτ縄告書れ．

そ骨復費蝿応書評話発に骨われました．書掴曹棺日告でした．暢告書れ止隠しい内容院寂闘宛仔さ

れる同文書健E主縄S号臣認袈宜を＠曽る予定です．

回先生除、由自 tホ』車車へ草，a. 21a C＊》車車霞曲舎に8いτ．岡樺に研究塵餓壷が骨b

れました．担自（/1) すベτ唖自檀査終止鍋国書れました．

T 客員暢究員

僅山岳町柿踊員学金を量，t. II.且:k.~申修館館先車郁’H曲目 (JI》奪回され＊ L.t!:. !I\先生肱

量畑文学で a隼関車JIiii文書民文学＠碕究‘きされる予定です．

’センター験開銀a·

面扇面面轟轟1 • 

~＂＇＊－同引乍イ個糊
’O明 I 16 I 1 I o I (4) 
1111 I 蝿 l ・ I o I t叫’21112110101(2) ’II I 3 I 3 1 ・ I co> 
211 I 担』 I I o I (2) 
3.lt I 2, I 1 I o I ＜帥‘II I 1 I 4 I 百 l (Ol 
SIi l 田 l 1 i ，掴 l (2) 
・周 I 削 I 3 I 帥 I C21 
，周 I 1s I s I o I c21 
8月 I 2・ I o I o I C2l 
・周 I 22 I 1 I o I (21 
齢 I 柑・ 1 15 l 曲。 l 【g帥

信金野健＊＂＇llitll崎

〈予約事健昆健＞ !Ct捧船
sn T日石持盤鼠他 S名
51114 日 .Ill怯厩明也 Z名
SIIU目カリョrンク 136

計時‘・事国.A.)

薬
事
亙E
器a
film 
掴｛国

亙亙
坐盟i

E主主盟主－
tぜ竃狩予見3
｛ぜ竃’タラス】
fぜ＇a 3タラス1

’ RH 日中日雌句麗閲ー弘也 t 名
a R 4 日島村和彦
IA 剖日中国中泉哩Ill#

sn 21目玉宜信也 4名
a11 sa l!I鴎閉館申宇生後初名
・H H目 λ鼠凪現金書量虐 II名

申書箪命咽周年寄a取締E 5畠
’ H ・固定童相陣宜化圏究所 15 f, 

711 4 日中央研究院選代量踊究厨限ホ担
rn 1a 図原町食糧 S畠

t lllll同文書簡求竿唱目立百周年記事行事

’ 11 7 目隠血宜虫’11 na R田園... 

町描（,kl.Iii盟 t主主主賓潤にわた，車E凋宜書提文学創立百R隼臆念行，が量揖·＂古畢明？

b品111!1..I.!:. 舗目、握車会.，.，，.. fl.調’..が黛埋骨されましt:.. 量掴栄学畠盤檀合竿内且字、車車問

主畠強大学記念センター且串をさ晶主量‘ M櫨蝿．本欄耳ー先生胸憧跡事式、 E章式＂＂骨骨れ
ましI.!:. そ＠曹＂＇＂＂＇Pa量線区描いて橿度会、量掴求傘、量掴大司隣同車企寵提掴揖畠創価さ恥11!
Lた．そ骨量．認定骨絹タヲ＂告がお，、 Sまの方a・怯ll"t-11＂＞ら品掌L怠．

盟由民量掴女学名古畠健命現It，国学園舎且，ff. ！）畠＂テ4νナゴャ＂＇守，＂ルにおいて揖

血書官先生1:..1: るE企揖樟が骨bれ奮した．『量IIf>II品位畠えず』

書面• II車会事歯周障量担究学軍事司旨皆衛内に.. 申禽且隠量掴実学帽車会骨骨闘会員とa，奮

す．な描.2車白血．園調置の向80::？いて棺車園田文書提軍主偏 10・I:蝿瞳守i!i予書です．

ζ＠符91.>2且ピデヨ含『事棺色起を層えて』...,,, ..す．ご措置の書店包企センタ－t,唱車会$

直属向島＠迅下，n、竃骨込みで誓t,000です．

t ,aλ・帽
麟刊"J.ll同z・韓踊保の・措をMセンターで障で961l:砂入れて剥’ます．金員のみ告さん

から植麗していたtいたものもあ’怠す．

' ＿＿..！！呈

議

t a蜘＿，.，.戸ジ骨::'.Ill内

3貧富同文書偉大学E念セ吋－ ·－告す4・.....岨銅山..＿圃....

圃車会 ....晴－··山一·－＇＂＇

圃山会 h”R晶聞世』

？置由岳揖虜鶴 E庫亘』竃蝿島Ill>おすす．。

『＇Jllll』健刷ll!lliλ置曲金量晴1.>'I'田舎肱巴め3健闘アジア園田に闘する噂珂情究曽です．書m

,aa胴総嘗6.400 t停Ill）です．

申込昆苧100.00阻 E軍事千根回区置が闘＆＆‘ llflll島入園山金調輩出版畠

TEL 品製阻唱咽1 FAX 回訓剛倒咽
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r －~:k~呈Pftlc:aむタ－iii~ 他 ，2 0 

t 今回む多〈の貨助金員の方々にご椙眠いただきました．お礼申し上げます．四旧作日月 1 日から

鰯眠掴入 ならVに世田されました方は以下の＆担りです， (2002 年7 月 ZS 日現在｝

1"名ー冒《量付阻・世拠固〉
〈昌人会白SSI) 宮山会
〈国人会白lit傭｝ X山年底分 小綜元富山上高行曲目喜代市研置太宮中野鼠轟

2002 ＇事担分 山ロヨR 鍾持a三宮Jll園高持担停畠園田B H同正三
lllnlR~ 同園祭一物図宜~ t助組】 t，、ッー個人経A)
中島冨岡 t由レA『国人鍵身｝ !Jlll軍失望包It" 山晴男ー
，トホ智治夫白血省吾 ti:i:ー実

〈衛館血λ〉 平沼罰旬《個人3 金S争時子｛個人鈴舟｝

t ll!明田係者・窃究者からの問い合わせー 23件

去な問合せ ご置盤町方々（以下のヨヲ｝よりー祖父ー父の手がかりを見つけたいとの間合せが

書世ありました．可自苫，，限り聞ベ、お理事しま寸．

岡高.，.，・ 32期｛茂樹酷）， ..本構愉却期（紀子惜L 香取和作 GJII （世鎌上位園周司掴期

｛克弘樹、付首君事罷｛山国帽子冊．金井周三＂＇＂用冊子信｝．位捕容再訂踊写真の有望．
・昼間旗開37D l，亀元副の：，，の努認にゐ向舎旬..ありまLた＂おそ司色サ‘＂＇＇“、

名血豆介嘩 I同車社歓If). I巨木宜鍾宅捜.t り＇ i.酒会で同文書店河こkを担り、記念偲，ブック

レヲト喝の桂村依掴があり主した．

俊下哲男鎌【後悔－）. llt!I.芥~光殿｛相原文末昂L !'I図芳嗣織 cmホ'.le三〉ょ η ．｛｝に閉

する史”の問合せがありました．

また、姐大学学生の方からの問合せも鳩えてきました．

T 寄託骨＆

岡田弘保書自・鈴軸 2:i: ・置羽笥錨， e分‘ s水温圭S筆書箱 1 由．

1110:!l 賢拘7栢．書店3暗．圃JII正夫書箱 1 目、北島修－11111 番目 I SI. 

拍＊!ii （拍子》健より 富書簡 lZ絡いただいており、ただいま盤理中です．

？セ；， 9ー敵”

出NHK仙台両山田良政・純豆tsの事問い合わぜ 12125 （火｝

滋詩型踊聞商師本社御凪庄町の事聞い合bせ 1124 （木｝

出来日t育園 (411 （月｝政IJ 6110 （金｝偶飽｝

現NHKn (4JJ6 む的 U田（火）取制｝

r，醍発銀聞東京本位 (6/14 （火｝思紡 6116 （水）掲Ii<)

磁回目録阿 (5112 （金｝傘”｝

？センター利周波況叡JOI 勾2 10月～叡刃包年 6 ll く予酌e,担12Q> （信省略》

IIノ円車小扇町元努貫主宿~祭主申告8告
11/22繭＆／.<I>学緯本白書置他10者
II／拍爾逼市人民討舛主蜂也会 6名
214 ＆ヶ丘中学悔時畠史也、2名

2/22 E主陸軍生年壷世良市7名
4/4Sl八八合唱？者

4/B ltl,t野短期文字図書館畠也3名
•111 n沼市住所 8名
51201!1山吉 3,S
6/4 中箇大盟Ill 3各
on λ鼠鶴間企砂加者 S名

6/17 問自＂＇掌控水口書店他司4名

牢，s
傘開

｛図体抱3
計

白人 ゼミ （うち外国人〉

10且 zo ’9 
｛り 帽（O)

11/1 .. 。 。 (3) 46(6) 

ロ月 4 。 。 ｛。｝ • 
’H ’ 2 。 ｛叫 3 

2月 32 。 。 (2) 32 

3月 4 。 。 (0) 4 

4月 40 " 37 ［鈎 92(0>
Sil 18 。 。 (I) 1S(り

6月 ・2 。 。 (3) ..<‘>
針 213 18 鴨 <13) 287(11) 

T 間入曾宿

宙刊のJI[！［同文書院関係の書目を包念センターではできるだけ入れております．会員のみな8ん

V.A.ア，レハνゲリスキ－

l!!f荷E週
~百τ王亘百五τIt

E木正明

思弁也

杉淘正
捌
一
酬
一
醐

t ＂＇ームページ町三重内
東亜周文書院大学記企センター •=·l/w，曽舟frhi II 噌，nlinSL血J.lWll!且A皿l

a友会 h同一血－··・恥，.，.，.，.....，.；nl

慣山岳 h回1/x草花－且I

E凶樋闘楠副理組鵬白書問め | 
『JI＞：！！：』は財団滋人置山告発行の中国をはじめ東南アジア諸国に隠する専門明党臣です．定期

間院将位￥6.400 ('f.問）です．

申込先 亨叩仏0013 JI!京国千代田区慣が関 3.24 酎回出入霞山吉田茸出園田

TEL 田・3681,o.tOl FAX 同時Sl 0448 

2曲2 勾'12月 6 日発行

I Eオ周文11/Jftlc:a-rr；；タ－ioim 他 13 0 
寄符官佳， ＂初会1'1lll同支－大写E念センタF酒店’E

T ごあいさつ

型知大学班亜同支1D院大学E出センター提起田住久

このた日今泉センター廷のあとを貴It，崩しいセンター世になりました島図と巾します．

いうまでもな〈．当E主センターは平且5年4月に世立され．以降今集センター畳のもとで‘樟毘抵

の宛行~関連冒史斜艮示を中心に置宮をすすめてまいりました．その間‘耳障の車需生時方。からは

書院関係や中国国E眠時賢史軒・およ日主猷匂をご寄固いただき．また多〈の晶ましをいただいてきま

したφ センターの展示定a－.，且学噌も次鰐にふえ．幅広〈な。て．国内のみならず中国国蝿者It/!

出外から曲問される方企も唱えつつありま寸， II:町中で当センターが薗寓に毘障されてきていること

をうれしく且う次期です．

今後とも省センターの充実、宛圃iζ鰐めるつもりですのでーよろしくお圃いψし上げます．

t 今回も多〈四鍵功会員町方々にご直属いただきました．お札ゆし上げま寸. 2凹Z 勾q 月耳目から

続盟加入、ならびに植民されました方は臥下のとおりです. (2曲2 偲 11 R 皿 H血在｝

氏名－R ＜畳甘阻・敬韓唱〉
〈個人金且日鴎3 X町三手車分 目阻＂ 田谷文忠 E関ミドリ 高田五m

t llmi!係宥・研抱者から町問い合わせ目·7 件

T お固い

下記の疫が、 Z且在畳知大学が所血している京E同文書院のアルバム且(J, Jl(:g同文書院記土胞

です．今後さらに充実させてい〈ゐにも皆昌のご協力をお固い，；，し上げます．

アルバム・犬司隣2傘＃Iii・，it-R

百

兵
否
。

旦

。

中村昌撞より f白岩崎平が挽わった実察関輔の虫軒骨タイトル・匁代町、木下情民掻より「丸 I t 2 I 世紀COEプログラムに r田探中国学研究センター』選ばれる
M・開文雄｛問主輯酬の史的、大型社百四和子様より＇＊ll帥についてJ、棚様 | 世界制掃の研究例制仲りを目肘畑榊伽 r2 I時COEプログラムJ に、 fill
より『醐再ーについてJ、金丸晶一線｛帥担アジア文字削朝日 f間四院の舶に関 ! 田中国特兜センターJ Rli!岡崎ばれた．同綱相、大学院中間聞を中世とL、現代中

村岡合制，.， 9,. ~tt.. I 白紙面障問研究所．何鳩岡概担問主聞大琴位センターなE出合して f国
杭．大貴闘伸文化晴朗｛平野即日開岨蜘がありました． I 田中掴特究センター』 (I曲間同al白山do,C胸.. s,w1；即時称 ICCS）開院し、
献酬明暗｛問主開 1 2期生肌僻ーの担鉛より．アルバムが見つかったとのメ I I O 令 l!l· 輔の帥・開国闘を臣官、中国学問の聞的炉、プ｛帥｝センター刊肘．

ール捕Hしたが、その後酬はしており主せん． | 今回置定された回大学 113 伽内制‘箇駄が 31 大刊供全体山知3~／；め、必
I かでも由 7智大の占める割合が11; く伝っている．松立大111 5大学 26 件と.割程度にとどまり．

T 寄託肋＆ | “国高tLlliW 11,き彫りとなる帥九地方に蝿点をllti!. l,h・も人文祉会科学系町大争在して霊
同陣糊より醐 1輔、蹴脇村上醐より問先生時制｛帥・棚、抽聞見掛［倫 | 知大学の f国臨時咽判兜センター1 聞が理宣されたζ同制l唱するといえる．

州会的龍谷損益衡］より．商9期生輔アルパム・酷帖・由押寓開問いたださました． | スター研蹄があ。ての理由でなく. JI!亜同文書院にE史の置を犯する、幅広〈且町山咽

また尾暗茂夫揖｛同文書院 4 I 閉生｝が、『ふたつの荒廃／主韮社J を出版され、者問いただき | 研究、教学が野偏された二止は、今曲町田究活動に犬舎な晶みkなる．

注した．センターの方でも間入置しました．世舗もぜひごー田下さい． | ｛畳知大学通冊 2回2'1' II 月 H 日発行 鯵 162 号より｝
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叡l03'"7月割目鐙持

I 愛犬殿鰯総合シタ－~(6 他 M D 
－ーーーーーーーーーーー・可拐罷F言霊罵君蔵書宗事冨窓事司露霊長

磁器お：~：＝·通機器：：：

t 今回む書〈骨置励会員時方々にご鍵縫いただ舎怠した．担札申し土げます．掴暗隼盟R lU•'> 
踊焼却λ．なら叫に揖S書されました方位以下骨kお”です．。崎$年TJI 3’”虫在3

民亀－R 《量輔酒田 ·II:栴檀》
〈困障会且〉 【尉， a山由
〈個A晦命〉 .姐属司 t個λ金白から....量且吋 a下嶋岨臓血M
〈個A壷a・Ill> g四年虚分 小悼元S 由主高野由図書悼：111 Ill質店盲

副岨隼鹿骨 由ロ，R 富岡綱高得担骨踊園周囲酒鋳置組 F踊IIUt 纏掴噂
費量串崎、＊冒Jllj隆

t I)健闘叫省・曙寵暑からの闘い合b骨4体
岡田再揖より大内舗三・宇措11111111 ·ー宮圃放置・鎗原文太mo，生量制匹JIB噂にういて骨間合唱を.，

’- 
F倉鶴橋蝿 t問主書篠宮鱒・戸量鴎人骨晶子B ょ，同文書院の醜舷曙骨テープ虫色はCDが離し

‘、．
開闘世広血蝿【同文書~副 llllrlll量ー申』削ょ，且，，大凪符昆揖を佃，t包・、

量蝿県睡由市役撹鹿畠昆膏薗亜の上自認定、づ〈’チームJ包’間合せ－.，. Rlllll•φ司に山陶蝿
三朗』ヒ蝿bりがあ，たと皐bれる融山寓之町史輔が，，いか』と骨開会1t.

岨蝿 E 犠【間文書鏡臨調） .，名前師事は.ではな〈置だ令ポヒ世ず訟ので問時て置しー、

車三同情骨センターより 1111か2畑町人で舛鶴曹にλ’号ン＇＂＂町犬憧・守ド，ス陣級事・置由会

巴関陣し危人掛金田4て欲しい．

T 寄託駒晶

岡田弘慢よ旬車尾島蝿量輔且Fそ骨組DII Co－回 g，パ写真集2 ・史”－

ゆ岡田II蝿個X・寵掴周・中会アジア・ ＇） ,CK,1-)<9νで耳亡した司炉開＂＇＂夫骨IAは，a坦，、句

会記.t:岬を血立したk舎骨量軒．

F量腸崎健主’『嗣回路賞金聾いしli＋余隼／戸倉嶋櫨帯』 t書椅）.

轟下情織t. ’ F主車問9会』『'l'D畦事相蝿』『也趨博田多み』／轟下博踊証書摘L その也S縄．

由闘個舟憎ょ， F広軍海軍武官府白線量一附 •.11!1岡Z書民自 f大腸符』ー／山岡信到着・出国

俊明櫨』
岡田宵三嘩より『ら巴ょう円，<t· ..惨／名古血学生会置U

:::m:tF. 柑上禽.IIJ:，健撒鼻生田偉周JWI自慢修理骨主ゐ1:30~恒膏柑... ~－~：普e虫

弘色：，.，酬と吾：当事、津L,t

省国S毎回周回 BIi骨

L!:空空墜と~乏生乙』
器援：：；：部副｛強制

t 今回も多〈の健助金員血方々にご継続‘、ただ舎ました. $事色。し土げます．剖曲＂＇＂＂ E 帥唱踊
車血λ• 14らu,に施農書れました方措凪下のk畠，です. (21闘隼阻珂目白星在》

ミ画瓦語lt>

言璽亙璽垣匡 I露両

T 東亜同文書農大学記念センター10周年記念シンポジウム
-II腐と保文から近代田中関係に迫る－ II陪佳A
岨局盤固 t却$零時『3質量岡宜密曜大写E皐センタ－，糞個即時間鯨骨シンポジクム••2車

会歯11量にて闇値されました．

自由2 毎日東軍同宜曾曾~基金金••1111，ら品．富民』t量大時置舎が大幅にすすb司併で a揖3"1に聞

セシターが置付られ. 5 a匹睡にIll；$圃 a帽に『犬繁怠車置』としてセンターの圃示奮が睡ゆら恥llし
た．そこではー院虫の圃承』， t もに由隠且a・蝿三車昆Illの撮茸栂.贋帽を盤喧した蝿三llllili:lliJl原
瑠ili:から寄即l恥た蝿x，.，，タシ司 ν•• 鵬蔚S品てい2す．シンポ~，：，ム棺間センター阻周惇金E皐

して”l>ltたむのです．

当日骨s，νポVO:,J.で位、置健・量大1,4111.. 外島省で宿直された’J蝿圃揖ili:の『車亜同文書量

幽身者と闘中関陣J、鹿畢民大畢鰐舗で書院由研究もされてい畠菓回憐韓民骨 f理代史血中時·.111!1同
文書院ム撮茸明党E’人者で電邑通信大学名骨量援の•liU，鼻三島骨 f蝿主と道町中国ー日本.，.，；

，.内の橿角－，がそれぞれa鏑されました．ゆ暗耐左書院本昌邑剖T政界で骨描Illζふれ. pや車争

に反対した石射宿主輝らすぐれt外聖官なt'lclB舟喜晶、また栗田正も・置の書践に縛す畠イヂオロ
II』的評価舎そ時，11援を申すことによ。て世柄曲に岨会さ品主した. liJffili:肱鹿目的であ。た祷Zの

且皐や符勘革申がQ調ドの揖＂＇＇主摘が量化す品中で量化l.止こH·明らかにされました．
，~詰．泊中揖蘭学鏑事事制駒敏聾,ltfCC S骨事躍で鶴間書れたアメ Y:11署名犬奇声で書院が広〈知
ら晶．中関大僻血t.＋卦利用事れて嘗ているζ ！： 1,匝睡で揖明書乱、関心を岬びました．また腸鏡種、

指現者3人骨フォーラムも符い‘量揖との町民応書も括提に骨btも．夕刻から町串Ill舎では咽金名
時出席看岡町宮崎,ltf'lpt,.ました．書世 1曲名を留す書量骨盤車暑を通え予組以上自盛況で、セシタ

ー郁この闘に備えてパンフレアトとともに仰成したセンター骨組鼠費開国障も需品ように完れまし
た．

諸活動の新聞記事・広報関係パンフレット

すご.内

!ll在、以下即日程でシンボジ，：，ムを予定して拍ります．なお．蝿a煙者e金書えて骨徳島告もどSいま

す時で、皆様担震いゐbせ町土喜雄骨ご＇$.IDをお帽包Lてお’ます．

”しい内容睦迫宅てお’’lljせ量します．

また、時軍明時時前日制ます．芦伊良ー畳柑軒や．相飽盛綱酬崎町お
，虫ず．抱智肱 I 0/126•1ヨ昏予定して担’ます．

G: 
' 

、d

東豆腐文書鶴来学毘愈セシ世ー・段傘”周年盤傘シシポ~ウム【婁〉
li!atl』』同周年寄適えるr：畠仕切.aea勧争咽存在と奇骨毘史的向割ZつL，，：底OD，τもら

い．醇lliL:ても晶号＂＂もに．今後由lli!:h点『僻盤害霞翻やそ骨方向巴つL，，：豊田鈎gaιaa豊

すす晶たい．

日 時 z。。31J10Jl25日（:t) 13時3~，同冒巴時30卦慣

埴 Ill E掴文学包宮古舘輔薗ゆ鵬盆
7ログラJ. a竃書 S塩予定

晶 画E 図書量・2車会・量出会•LC.C.S

e 泊費 量椅

t Iii!傘組 I 2号以降骨邸網野ill\!,._..,. 
『閑文書篠田中国匝敏宵と学生生掃の指峰』

400字盤・b厚萌llllll 20世·arr

踊崎明’ s 。 0 •'"' JI 
量 ltftl 24f世．シンポ＃，ム町内曹骨縄曾す晶子定で寸．

t E併砕甥周司炉面開館弱時骨ご寓向
£1下申弱

B I JI I 瓦 一＊，一一束

8J!8 悶 1 8114 日 I 8且 5日 I &JI a 目 I an ，百一l 肩 s 画

T セシター窓柑

さる 12周回調車瞳踊関後禽圃咽.1:11:11!宥が－lh.. 圏第曾且等噛t.u..a田島生"4Jイシタピ
晶ーが符わ晶1!1.1<. 令自の•Git•，目崎建『a，量掴大字vs火盟主抱女学』の骨量E’e掴むた

ぬで·＂＇禽且..  酔らu恒•向』el 胴偶‘.... ，て骨車”でt.i..
向8nQ漕由晴曙にお狩る4'11111，宵の現離 t:ntでのII，阻み古白》 IM'B先陣且11111・＜？い

て岨UIの週祖k現総x.ttM骨量の皿富田＠現時中富手需晒瞳宵晴見の梼色＆昆置についてでした．

必担‘民$褐.自信 IJl,P句予定です．

語誼民~軍曹澱粉銅輔波I’
P』’
r同文書露骨中属商事量宵k学生生活骨指噂J
(OQ牟陣伶厩積周E 2。世温度

瞳＂＇恒， 200 ・修7月
臨 It·’....凪シ：，,ll<'0:,.1.0)内81,11ーする予宜です．個凋下旬掲軒予栂
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鉱抽，，事 6ll2SB聾行

L竺竺塑竺竺と笠どu

t 4毎回..多〈＠冒励金田＠君。にご瞳葺いた官会主した.s礼申し』包げます．盟国隼 12周回目かる
節調個人、 It ！品。に掴腫l!!れ重した方肱且下＠とお＠です.（却制 111$1125 a現在〉

174 

H-ll<!l骨...亀陣’ll

怨刷写？月掴冨鼻持

I J愛犬周文醐記念センター運信他，， n 
!lltll!HI It如来司，.置関文書混犬写記念セシタ－lltrll!lUl

TEL蝿担・4小机措置轟 t内属随時〉
FAX揖揖・4Nl蝿 【内線 181引

? 今宮t,il(II)日Z白書且＠方々にご幅瞳山ただきました.i旨礼，1111,J:げます．初制年 5/l 揖固から
厨掴個人‘忽らu直瞳韓されました買は田下＠とさりです〈割前年 7/l!G B唖在｝．

民事－II ＜量骨蝿・瞳崎電〉

l《圃 <11J1a11> I l随制写甥:lt I園田鹿島直符•Sil •畑週克曹民事量骨4:::
I ＜・A縄岳企j即 l 田制等置9 IQ冒停情人から轟轟岳且吋
「一一一一 I IS掴. 畑正五百毎回且吋

堅

す晶関血償金＠ご置内

今年置から F大白隠...，.日~高曹瞳官醤111w ，－，：』と姐して、告踊揖圃金を縄鎗量します．

Ill 国自給晒槌岨＂＇に車置問宜会＠瞳宮下に人．，た北車量揖専門'l'l!I（北軍糧事〉を阻句土げます．

タイトルltLltJ:臨時から措置同門学後へ札で・4糊闘Jです．闘として広島大
学墨書暑置・現椙山文学量畳の石図宜Itをt,担金し塞す．

盛掴回同 I I /l 2 0 日 t土｝です．書量＠ごs，担をお絡らしτt,，ます．

可戸画

t ：：竃R
+ 鉱刷4311 IS Bよ~申自薗田・夕刊に＿.，シバンマン＠作者（i'lt唾たかし民】が「この園」

を坦a，です．こ＠宵のお茸樟且怠車同文書院耳目踊盆慎樋揖民でおり‘車車田宜圃院のこ
と‘櫨:IHU＼てい奮す．逮118匝固と四回目＠ー園舎＝帽hいたし:lす．
量曹1!11
Xb'字ん記事司・土1110援軍関真由自主でIf率鹿島帽 l:t,てや国金土を園勿ます．記は~·，写

llll骨量....聾且量で r鍵書草色・』とい，思骨本.Ill医しています．
IIとゐど,o;ii昼拡滋量してLilいましたが、孟＠本t.!1tnaり il むた．車組出とれてボロポ

にIt，ていた本金串暑に鍵置して修置し、弘前に銚えま Lt:.
q ..‘宜＠宜：••1産会かえしa障す．聾宜圃で(t.t,勿ますが聞置で梅田が高〈、＆て‘暗〈＠

且」民主孟？で鯵.t,，ま＠ん．邑えられτいる命，ト＠ヨマ蛤‘、 ill包置肢もよ〈て、もし存．
，，；品。とかど＠人衡に省令危にちがい健いと回しiu,tす．
隠（ L圃.置.瞳を書量、ついでに聡もかいτいますが‘宜企唾.ていたらなんI:冒うんで

しaうか？
と広j>（富士量diとか、目先lil&ll>tll:かい晶んはとζろへ連れτぃ，てもら．，たみたいで

す.s，まるげ館記置しかはい＠に．暗〈惨x•o睡し白圃区皐，でい11!す.（叙陣4.8.24'1'0 繍
寓夕刊3 ・j£1,(lま E草書脆色S

首被至宝
はぜここでl(ll>ll'車障措＠ことHl(0かという I:. 圃睡でSまあります念丸ぽ〈が悔恨.車

Lた＠陰J:11ですし、』＂＇＊圃II.I:したXll>ll'叡躯揖ョ－~障、 Ir （が置..捌か，；J:樽に量
誼＠行事をしてφ，と通切着いた量＠’と、車ヨースl.ll”らー白量忽e，ている＠です．
~ゐItことeまはんで‘怠いと畏われてt，ま it-も t，れま，u.街、どう’h棺（ ltXll>IIIIε4Jjド

nているよう盆垣島してl.ll)llぜん．
量llt\t:l(,O手量•a·むと‘ reゐ忽岨圃に邑〈にして I,. II.冒〈こと l::Jl:lil.田4 こと、
鎗を箇〈 ζl:llllltる.~ Lて自治＠帯・.闘盟したい』と包さnています．
1r(,o現在＠仕事肱宜＠量志とl孟~t,f,！同，aヒ指向です修、しかし帽かしら宜.....巴る
こ＆車.t,，ます．時・ rtaxさん、 4れでよか，た,Op』＆仏壇＠量庫区画.，かttll!すが、．，
晶障しτIHず、軍司tll>身としτ健『ζ0uでltJ と聡ずかし〈旦います．
寓ltUA:JI:書館についてl>i~I，掴’kいと且，τいた今年 Ill 皿 a、ふと直極績回.

みると‘ Zと同包ょう訟へルメヲトをかぶ，tヒ人た悟＠曙JI （量盟主司除草草岡宜書院大手包念
センター畢.Ill t.!?f:lOで、こ＠時l,l(巴略国れた.l:il.t坦却しe bた．奇躍というか＇ l(も
阻創生な＠です..量車胃＠綱聾揖且ll>ltRI.置で、 ~II)本位'I-I,仏首巴.t,唖ます．
置い盆aでしたが終盆常国.量し、『回中園曹と車量＠樺宜ltR盆＠岡蝿巴.t,畠』と冒，で

いた＠ですから、中田で盆·＊＂＇蝿b·，た＠は血い略本盟古，怠＠かもしれ室せん．
置4部品Ill: して中国・鑓測に瞳屯t,t:崎、臨止で血柑.喧嘩遍冒した自民主居rll!邑IIUlt.

ltll>宮置を車富i::t,t:11)です.UI嗣u中田輯闘9刊｝
話揖温調民Sま誼鼠で車車鶴田圃園”虚血告として中園皿”に働豊中、現地で客死．

+ 21剛写 2且釘目 r，合副潤」に＃:ll:ll民が『轟宜主R!l同文書院』を蝿睡さa章した．
WlltRO!il 

t 141禽且テレピ2 I'+ ..メンタ切ー書a rffOll>大ll-8 ・＆‘再r,中国区学ぶ』周作’

かつてB命取争掴、 JI.霊園宜＠霞大学生として中国で宵a踊を過ごし、混在中園大遣の遼寧筒Ill.I:

容に宮司Rゅの由81Q蝿E量【闘宜曾障措鵬生》』L 周本胞を竿ぷ中国＠女子大盆・同金さん｛遼寧錫

園大学院生》＠学習量躍を迅．，たド·トaメシタ・J，書血b<«古且テレピで制作されます．

ζ＠番組Ii、二人＠聖臨.過して、令官長＂＇＂中岡田の梱E理解＠あり方を瞳燥するも＠で、二人の

制民会いと宜情、時代を超えて・，，.旨がる回中宜，Eへ＠且いが儲かれ去す．

こ＠ド＋.. ;1, ンタザー館、テレピ甥aテレメン，噌ー書Illで全国ネ， Ut轟される予定です t肱滋

の信時f参画，てお掴らせします》．また、中関・火坦テレビがζ＠書...耳(I宇宙し、同巴テーマで

ド争aメシタ，，＿書置を観，撃し、＂＇罰金土で瞳昌＂＇予定Sれてt, ります．

輔仰に聞して館、当センタ－l?lill金且＂＇WT聞東氏M臨カされており、主人公＠山昌Itと陶金さん

，：. 今!JSnに骨，aわれる牟学里町中国学包の畢勉園釜，ii';金にII血され6予定です．同＠さん降、

S写鱒ll>IJllll町董II告会にも中国入学生代畿としてIll固されま Lた．

す属島耳鼻置を畢晶

弘は最後＠省割れ＠宮車.通べ怠砂れほぽら，.ぃ．

8と＠里坦1111民率：11聾壮絶えていたが‘ 20 年Ill!簡保・島＂＇・舎かる置縁、舗に.盛岡XIIR

記企革命会齢圃スター’由来、鎗鍾入のゆa賓と位。ておEいに宜.，どうり寝傘•sれで傷力した．

1111岡商Itおるか免蝿方面までt,且をのばして遮lilt-It旬、金.，聞立にJU！した．轟会会＠発足後

‘.IS!いほ’E行lDII墨としてIi舎の業費に傍を愉LRず、今日白昼食のゆる trt広告a鎗舎内gこ金

にIUlしt:..

Ill盆a.. ，仲留で紘『不死命の男」といわれていた• I 号ン，、 ~•＝•軍、除＠且号車をまともにう

IIたが奇跡鈎に色11111－＊切甑＠鍾留のみで九死に－'leをえた．聡中北泊＠’tlll・聞から、 et削ま

シベ，，.，に迫骨仰置されa響曲を’Sめたが．’（ t,喧砲を免れ婦固した．・ll金、丸谷石鎗＠璽鳳に《E

e，たと金石油＂. ,tOJ獄島蝿金何とか災後し先．震は元朱－て編憶で.t,，た＠にIll多＠心労の

為か．司令園、ずい臣賞Zど＠翁広田bれ‘句岡 t,嗣綱手術4陸、本人に宮わせれば ru,,e』まで

行令たがそ＠置にllHllt.、’惨＂＂震の入纏までIt食°＇＂人!I.Iら以上でそ＠生命力ロa・ t,’Eいていた．

Bil曹晶’ぷ1!111111,鉱か，たが、約束ft必ず守6. l!睦.の短い胃であ，た．砿との崎東＠”も

嶋田， lllllillA自民いは書目＠輔必ず爾砲の電信金〈れて、いつl,lUIして錨a，ていで〈れ免．

4llとは色。と思〈つ.，，いがで舎でいたらよか噌たu．と、途慢しで〈れていた尾闘よ. .t,I: 

何隼か盆舎て更に翌週令緩めてほLか宅金．いずれ遥からず再会し、そしてホ壇の宜坦をしようで

ltllいか．

且錫お さょうはる．

平民 l S写4/16日高温三朗弔首

。 凪句麗夫止 E同文書院4 I 踊盆》が平成 16偲411 S 闘にご量去され奮した.ii<益事にわたるセン

ターへのごIIカにa掴唱しJとIf、心よ勿ご民側lf:lslri り lfl し上げf:す• I.ts土li!Jt固E志、高温王

国民〈碍宜書院41 羽生3 がご寄薗〈ださいました．

？車事徐電鼠田中＠鴎量白Eついτ
以下のBit調圃してi<l)l陸す. l匝問い合わ宅金、ご来館4をむ拘gーしてお勺ます．

8112-8 •，・・ 12 ・却・担・ 24 ・剖 E 9月 2 固から畠官どs，《平目守聾 1崎町4嶋崎骨】



鋭踊'1'5!125 8担行

I E犬用文書館総合ンタ一通信肋， ，a I 
．－ーーーーーーー－ー顎需扇円罰摂顎軍最寄震署窓思芳弓罷寄昼

TEL0国会47-41担由通例鵠 181副
民生X0532·・Nl国 情轟皿ID》

す 今回も多〈の費助会員由方々にご祖置いただきました．お礼申し上げ虫す. 2帥...月 1 日から軒
蝿血λ．ならびに躍擁されました方位以下町とおりです (100$ 年S II ＂日現在｝．

蚕’E

圃

T 書覚障Ill r束E同文会・車重同文書院阿片覧将皐成©ROIi賦』鴨持＠ご韓両

谷揖植民が．量掴大学に復路中1::Jl掴図書館の霞山文庫で車聾された『H片問題』に隠する資
帽を CD·ROII にまとめたも町です償缶剛曲円－·
書持は当センターとなっτおります嗣．蝿兎陪舗あるむです．ご注文は下関へお闘い量します．

舗あるむ

〒4曲・師四畳姐鵬名古屋市中E千代田8十回第三包念鰻ピル

TEL O&金蝿岡田E PAX 06Z.S担・個瞳

ht含pが........... "P血jp E官姐自：町－.email』吋p

？テレピ宮瞳串範1180周年特鋼企画/PNSI'キ：，.メンタリー r慣峰・同Pill人強踊遺骨骨草案

t位置｝』に．同文書院岨鋼生噂1'1111申録名古車民剤取りJヒげ各れます．
~平博昭争中．日本融商・ lll肱腫.• で不足した俗画カを構うため．中国大砲より多置の中国人

を目＊の凪おや且鉱で強制骨倒させた．日本全国 135の$窓所で強雌連行事れた中E入院割4万

人．日本国闘で 7 千人泣い人制死亡したといわれている．そ国事援所骨ひとつである宮崎県鶴埠

草山では由車省を中心に強制遺伝され止Z四人解 19岨年2月－，制厄年SII 15 日 t蝿唖由まで

労圃 1,. 町 All焼亡した．特に長かったのは由来賓の入だヲIt.

日本が敵曹を迎えた直径．量回岳地の中国人強制鹿行事量所にで中国人の畢勘が超乙ヲたのに掴

し．慣峰鉱山It－田昌勘剖起とらなかったと，，1,れτHる．そ田陰に岨‘中国人強制適時曹の週民

としτ揖時畠山にいた東亜同文＠民生・覇者冒車民の存在がill-,I!;. 企揮の非人関前な担いと賦割

問的に．ゆ個人を固か〈かばい電 :tt軒や草摺申唱容を鴎身になラて匙由鋸にか紗あったと官われτい

る．なぜ敏肱当時の且!l!をlll障し危人間簡な行動をとることができたのか．そ申鍵を解〈鍵陪‘。憧

が学んだ車E同文書偉大学帽存在があった．

獲量過日等は朱置です．大枠として隊、慣崎鉱山中国人適時に闘する昌也Tす．取舗過租で軒名

氏の存在を掴り世の毘臨についても取り上げてい〈予定です．

tテレビ宮町制防自！·担当ディレタター周恩弘樹民．当祖母企国自よ砂引用》

回05年7/126 日鍵侍

~空空堅金竺乞笠竺とJI
問問蜘程宮密訴器官潟官F

t 今回も§（申覧劫畠貝舟方々にご値縫いただきまし

氏名ー震俊信飯・敬郵船
l 個障金且値観9 I 回開串唱団珍 I .<Jlfl 園山会
I f酒入金員雌組I I Z田E弔醤~ l盤弁車三古川慣冨岡県掴種持DIii
I I llll濁酒夫 4暗唱曲夫

重量

平 I 申書本撒慎畑等喧臨を麗，~

T 公開蛾損舎のご犠内
昨年度より f大陸にあった高噂世宵般民研究シリーズj と隠しで．低調鴎演舎を開催しておりま

す．今年度陸自初ハルピン学院を取り上げる予定をしておりましたが．畠告により建国大宇ヘ史更

することになりました．錫聞は桑原亮人民健麗大学事窓生・元日本経積額間働と．もう－Aお

招きする予定です．書般のご昏加を必輔ちしております．

日開： 2(畑5年 11 /119 日 E士｝午世宮崎町

場所：霊知文学昆踊綾合本館5Rf

諸活動の新聞記事・広報関係パンフレット

t Z曲4年度聖髭返っτ

量冊4年鹿は車センターにとっτ豊忙で克寓L止 1年，！：皐りました．

まず』月に名古居申橿本震からIll木畳ー民商店由孫文句串など大喪質量血貴持6点を寄悶副官ま

した．己申寄医聖畳け賢軒調査を符＇＇· 11 R即日（土） -12!111 目｛土｝まで特別昆を関掴致し

ました．信念センターとしτ障関l8 e 年目Eして翻時て白骨別展とHうことも晶曹、展示に聾たっ

τは郡木家資科修恒暑担当しτ頂いたlllll町昌生量さんにご協力闘曹司骨周島幸錬事軒えることi1<

で幸ました．事故町Iii聞に取り上げられ．内覧告を古めて輸 110名町来館者畦迎えることがで曹ま

した．しかし、 r；：；.，畠とZろ酬あったんだ』という章見も幸〈頂世‘まだまだ地元白人にも掴られ

ていないことを知弘広報揺動に努めてい＜e要性寄宿耳目した特別展で！.，It.

また暗年度より『大陪にあった高等教育相関研究シリ－XJ としτ劃淘4辛口周囲 t土〉に公開

鶴演会を行い3医した．漉1号車とLて『it京興軍学院から北京鍾前専門学製へ』と園しτ．広島大争

事醤敏謹白石岡箆先生をお招留しました．予甥を越える幸〈骨幾鹿暑に．スタッフ伺もおわてT机

と締予署増やL止ζとを鮮明に毘憶Lて諮ります．同文書院畠と興亜苧院生申つながりや．石田完

生由人島ネヲトワーク申広書に飽き．観止な幽幸いにSill:し止膚憤舎でした．

車i::. 本字図書館由底調書よ子宮んが鶴田‘牢教にll同文書院調冊質軒町収a，枕現冨櫨由ためア

メリカ陪文学を防問書れました．己申純音告は当初学内で申み行う予定でしたが．車センターとし

て陣争処由同文書院に関心由ある方々にも静加して田宮たいと. 12 月 11 日｛土｝に公開研穆帽昔

舎を関倒制止しまLた• 12 }II酔ば申慌しい日程にもかかbらず＇§＜咽来患者を迎え畠ζと酬でき．

改時て車麗同文書院へ町関心の高さ告知った次第です．

さらに昨年度初めて即鼠みとして．車亙同文書院包念畠壷告の克信者畳吋、本字申学生に『車7

;;yの持底的発展と日本の盤割．モLτ患』というテーマで白文量公事いたしました. 14'11由応事

訓おり．還世岳民により棋血に遺'IJE:行い去した．そ由結晶日本人骨留では匝i:iコミュニヶーショ

ン学館8年由冨容飽鑓｛ふかやよLみ｝主ん、また留学生申邸で院経営学11113 修司自fl （パイ・ル

ー》さん酎思優秀賞に選ばれました．惜し〈も量優秀賞を遺したLE宮町YDIIW I/YEN (I，ーチ

ユウユーウィン｝吉ん・仕事さん・極集祐子さんの 3Aは恒男置に還紙れました. 3月白日｛木〉
に豊嶋捜台本館で行われた表彰式で回．車冨岡文書院配車基金会畑山岳理事量出面北Ill文章企鋒

より曇蕗状とDJ置が捜与吉れました．また畳賞式後．学生と晒宜見賓換も行われ. 自白宜執m四回目

エピソードや記念センターへ申要!ilなI:. 学生から揖たな事Lili::怠見を聞〈ことがで章‘大変宥嵩

畿.~問問を持つζとがで置まし止．今年度も街た~テーマで世事で宮ればと考えております．

このように．さまざまo,IJllilc話事終えること酬で古書した申も会員申皆様町ご也力叩おかげで

す．本自にあり剖とうご古いました．また上記司醇しH内容は．岡文書院記事担 13骨に縄’直してお

ります．ぜゆとー読下さい．

主τお思いですが．先月詣送りしました底調書よ予錨『車麗阿宜由銭調鶴自民S は話教申関障も

めり賛助金且値目み皐遜01,ております．こ咽鎗舎にぜひ車却λ町方に貸勧告員ごλ舎をご案内田

ければ事いです．

2田5年度も害らに訴たな事獲が始まります．当センター発隣Eご臨力下富いますよう‘畠周...

L上げます．

守東軍関文書A四『大鋸ff踏』奇学ぶ
愛掴虫学経済学都・字書事』敏慢の学冒陸部．『畢生之前回』 I中目輯闘Z皿..，周回目〈火口に

紹介吉れました．以下司 E揮の内容をど紹介Hたします．

犠前．中国・上揖で中国骨専問寵e青息した fJI(亙同文＠民式手』．陸相とともに!Ill!!となo. IIIJ 

事担〈田＇！＇ill：たつ．日本窃の海鼻高等量宵檎腐として．胸骨停にわたり長〈骨人制を寧出．『幻申

告円盤J と障害れた．その後身司量知文学｛本陣・量知県豊田市3 で今年から．書院生がまとめた『大

旅行Ill 聖畠却にした鴎鶴が締まった.Ill車露織をゆぜる対立に前週血鬼し創見えな柏田中関輯．’E
gたちの置置な中国咽包蜂を前i::. 現時砲事生たちEは伺剖且えτ〈る唖か．伺を掌，＆：O)か．

r,i,図隠匿露が却し栄えτいなかヲたよう泊．加入申学生を前i::. r大鋸行誌j 華民んだ男子学

生部開題提起した．中国・冨蘭書で‘由民車:bl.Ji!の手λれ申止めl:'.A'IE:取り出すと．睡しそうに地元

自λたちが畠まり．目や思れ駒田拍鋸を領まれたという．鶴聾を量附持つ事審判慣揖臼国 a帝国出

身．直聾鐘蹄牢＝肱『掴副書肱軍属暗鬼健で．横方111申宝庫』と倒蜘．自本のように酉拝医宇都車道
していなかった中国骨実情寄伝えた．

己申鶴砲は畳商学歯車自置掴陵合】申 l隼量刑骨クラスE骨か抗τ費寵する g字冒法』の lつ．調査

の仕方やリポート申書き方申畠置を苧ぷ．米国で・b研究を掴んだ事般盟悼．唱曲画中国で•a農相生居

を克明巴つづョ止『式諸行臆』を貴Eな車”だと田信. .:n:tで．岡大理でも鴎ni::昌国司1るζとは

なかっえ前．『瞳朱や背骨でも評信帥’高〈．せっか〈だから生かしたい』と噂入を臨めた．

ほ揖陪飽U 肱．畷抽婦咽から軸時中まで瞳ぽ毎年買府．羽田ヨース量〈を＂＂阻E咽瞳位分かれ

て歩t!tl8 句. 11:とめ止『フィールドワーク阻祉会縄，に必調．岡巴年代申審暑の星障をたeo.•噌

にして睡し＜＞J と李種侵．

量田巻のうち．今回陪節28融届押山阻』の棚田川随－・2曲1年曲桁明暗んだ．

文中には．学生田岡b告書I ＜、生き生きした記越前·豊··· rn先で出会－，It宙人E仁丹を直ると．
a書置しにアヘシを益事れ．’tいたj rトイレS唱bラた予Eもの尻を犬伝鍋臨書せτいた．衛生上申
問題壱感巴止，.学生陸自量でキーワードを且つ吋．時代背景を考える鴎擁を観世．

雷同省偲咽’Jをmlll省で畳町＇litヲτもらえなかヲた己とに帯留すると‘事－且『各組切で自治世
耕強〈、ドル申，；；，，..，まれた．抵附措インフレで鼠〈ず巴なり．硬貨よl)僧都られたJ と岬a，鹿野

で見つ防止百民壱伊に〈べようとしたら．里地司人に止め畠れ主．との出宋司院については『実無量認

は豊富だJlf. それを生かす鰭盛蝉語遺LてHなかヲltJ. 列強巴国土釜骨罰されたゆ掴＠量代皇とE

なるようだ．

もちろん．高岐を寧揖したばかり司踊λ生にとっ，：： 70'1'も前の貴料金原文でl:ttl田は簡単ではな

い．『恒｛体｝』や『堕｛塩川と旧った且告E誕字肱すベτ旧字体. 1. 2買を現典筒t:lRす＠に『少

な〈とも3時間はかかる』. illo男子学生肱文中の『lll::角鼠』を fうさ曹にかEめし』と図録し ClE

!.,(It 『とにか〈悼しJ）.瞳愈＂＇に集••t11漏れた．圃昔A苦しなが色も．靭挺ill,•ill••と取り組む．

先日骨揚畠中. rill園町昔骨鼻睡で寓＠予断丸A君主．見帽子申書3j加9ぽ到にしτ拍車』とのE述に陸

自酎集まった. r日本と正E対．不且闘です祖』と出席した学生止ち．聞い舗廿られ止車敏自置は．少

し聞を置いた峰、首をかしげた• r何でかな. （中間問書の｝慣も卦からないJ. 書えは． ζれからゆ

っ〈り揮してい〈ζとになりそうだ. （量償宜晶・丸田邑之3

業今睡こ申センター適恒で．と骨盤鑑で提出書れた学生レポ』トを臨時抱舷する予定です．
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句径施行担

? 今回も多〈の岡山品目幻方々にご剥曜いただきました．お礼，1’しょげます. 2005 年 1R 26 日から

新胤Ill入ならびに肱闘されました方位以下のとおりです (200S惇 ］ l/1 s 日現在L

氏名一貫（畳付掴 ・草格略占
I 岨人会l'IJIIW 1 nos 停度分 ] ~It a，坂本一炎舘山好唖
I I l 山上高行小体元B

？問い合わせ・取材ー覧
I 付l 内容
(Iv.? 1 向’E担ー｛日明貿易研究所J につUて

長諒由

？ 寄託物品

？ 大盛況に終わった『横洲にあった建国大学』
量る 11 Jl JD 悶【土｝ 当センター主曲目調演会『愉測にあった陶国大学J e開催いたしました．

3夜眠にもめぐまれ. fl 100名の捗加者を担えることがで金大盛況で終えるζとができました．

臨聞大移は眼前、制棚田における文科系品商学府として桐尽きれ．わずか8年で前世国の曲目盛に

より附した虫学で1·. 品開個大学の研究論である宮沢醐予1.1:個醐明大学7ジア文化
研究所冊究日）と、 !II聞大学の向車生である県原亮人氏白星回大学部，， J”生 闘が経1/Ufi聞元監理問
毘｝をお闘世し. I!由大学の歴史や依背内容について．民間／~lι寓や体験以などを買えながら暗誼を

いただ含ました．醍！）＇に回質量応答もあり. i,加者からは次々と質問がUi古れました．

広お．参加省からのアンケートのー留をご紹介盈します（Q足首へ｝．

＊ 散思慢に日本にあって健園出身停学に回して路事暑が初ることが少なく．稽置も＆ii!‘

保問も解関心であった点目百めない現尖でありました．本日は当事告があからさまに思い

を鰯って田き四心を持つ当1;にとって大変伶りの多いご的演でした. (65惣・男性｝

合 諸国大学はまった〈桂身が怠いとllill しいR！りでしょう．中国人も学んでいたのですか

ら.•I'悶が世を引受付てもいいのではと瓜いますが‘ •I•悶人の思いはいずとにあったので

しょうか．

* VJ!bてJ!聞大学の簡をrM.1'’，，こ”，，，開〈聞〈己とがで含ました．ありがとうございま

した． ｛凹織女性｝

＊ 量知大学創立n，こ. :i:c総稽人．台北市Jに．ハルピン参院flどのスタッフも集＂＇ヲて倉たと

かつてのパンフレフトにSかれていましたが今ロあまり限り上げていないようです． こ

れらの大学と5!)!t大倉の回慌に，隆u，ててほしいと思い復す． 中国だけでな〈 旬国台

問。シ7ともルーツがつながっているZとがltllされることは それらの固からの留？

生にむNJ!l!!i＜：与えることにつ怠がると思います. UOI/!• 男往》

合 町のあ政省JIほ過去を，ほうとぜず.－！民間内の上下田僚から倣憾にf；；.ヲてleじf；；.い．そ

れを舛交でも上下関係dからモノを震う舷Jltを改め．会2民総傷拘を宮行ー設して欲しいと切

にIllぅ . (66歳男色〉

＊ 百官需恵比理担としてl孟nいものではあったが日本人中心でアジアを考えた己とに聞

治いがあヲた． 峨1長のnmの祖”を脅えれば近い，”ll 巾回東耐アジア?II慣と仲良〈

共抑烈m，ることが日本の置だ＆吟えるもので1 . (6J 賦・ 9）世｝

＊ 見ミ疋知る人の少ない自国大学についてm介する回会金与えていとだいたことを烈〈樋副

しております青い梁誕のまま綜ちてしまった砲国大φ．殆ど災制のないまま聞学の葺日

に遭った阿訟の一人としては．せめて;jJf=けを述べたいと闘っております． ｛剖成男性》

＊ 旭国大学のことに？いては企〈担らなかったが．今自の訓練会で少しわかった． 般会があ

れば‘建肱判＋った耐闘したい制である． 今後b・ E閣におった臼制大学に
ついてのDlill岳がわったら夢加したい． ｛男伐｝

合 t宮沢先生》鶴田文学の設Vi丈な亙史を知ることがで曾．とて色有益なお髭しでした．

!:I阿る今も 由民文化コミュエケーシヨンーが館側に大切かよ〈わかりました．

(Alll'i.!lil 当時の回会人狩'1'の気温に富んだ目当主...品、ま凡る気鹿、信念にはJE罰されてし

まい＂＇す． それに巨して今旬のn，ド入のl'l-111"いかにも．ひよね舗に映りました．

先生の＂＇手JOIの人生経験l:!tlぎた雌直証曾で．緩めて興亜でした．大舎な!llltfc受吋まし
た．｛間続・男性〉

今年も掴すところillと飽かとなりました． 却さもー1）と餓し〈なって穆りましたので お休にロオ分

お気をつけください．なお 年栄作曲Clc!RQは 2同，.ド 12n 2，日から 2000 'l' lfl6 8までとはっ

τおります．来年もご宜桂ご協力の匝．よろし〈お闘い•I•し上げます．どうぞ良いお年をお盟え｛／：：＂／！

L‘ー
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IEL053HH139 ill過 〈内線 1815)
FAX 凹3H1・4196 〈内線 1819)

? 今回も多〈の焚助金聞の方々にご除縫いただき~した．お札•I• し上げ~－r. 2oosq,12 n 6 日から
￥＜縦/JI入．ならびに磁調古れ去した方｝ま以下のとおりで1 (1006 If.OJI 17fl居世｝．

正各一置｛呈付阻・位陣J,1)
咽崎会且纏且l I 100& .IJ!ll分 I <l削随山会
t個人島身会日l I lOOS 年度分 IG'll;t:'a f個人から銭身世只吋
t個人会n•皿JI 1006停車卦 ！食茸 e

豆函
豆亘亘旦~
いて

足ついで

詞斤由副
首宙吉吉ー
荷E葺有吉E-

？ 官民物品
事

？ 自センヲーのプロジェP トカ攻語科学者苧術研究高度化権進事業に選定されました
脳間四融学助センターの献プロジェクト『畳知大学時間文書院大学E念センターの棚

公開とll!I同文密訴をめぐる鎗合的研究の撒溜プロジェク l i が白文盟fl'l'-'liの平仮 1 8 惇広払立大，，

学術研究高直化ll車事;I!（オーブン リサーチ ・ センター書信事提）に選定されました．

てこ即7.'.aジ＂雪，トi立. Jilli!問主砲院大学についてf研究成mの公開と来盟理!I!貰斜のデータベース化J .

r世間情栂ーデータベースにもとづ〈民示!U!'J繍偏光拠似どを中心に、‘あわせて研究の逝踊』を目的

としてい＂＇ず. 5 "If.の齢闘でー シンポジウムや公開聞ll!UJ聞他．および全国§均所での学術担斜 続

究店織の瓜3誌をはじめ，’E知大学am字研究nu,tr成もめざします．

t 2005 年度センター展示蔀澗m~混

200G匁JJl J，日現在

字91
'I! 向

｛団体像｝ It （，ら，，m人》
個人 ゼミ

‘月 41 5 14/l (11) 192(8) 

5 月 40 11 同 (5) IJI 

en 2IJ 1 56 (8) 276(2) 

7 月 281 4 。 (2) 285(1J) 
8)1 31 ' 

。 (2) Jl(旬）

9)1 18 ' 4 (I) s ‘( I) 
10 月 (18 8 。 (3) 124(4) 

"n " 。 。 (3) 由8(l り

121'1 39 9 5 白） 53(5) 
J)l l2 J 。 (01 15 

2J'I 10 s 。 ｛。｝ " 3月 Jl 6 。 (I) 30(3) 

If .. , •• 291 39 1345臼的

tゼミ？クラス｝

｛ゼミ4クラスJ
fゼミ3クラス｝

｛ゼミ 1 クラス］

｛ゼミtクラス）

拠隠 慢寮での拘用はすべてゼミとする

T 開館からの利用者致目提童書

咽
捌
叩

98 99 冊 O C 02 03 04 05 

昨年Eの！Ui'-l!判川宥訟は． ？外からの見学会や盟貨やゼミでの府J)Ilがl!J;l，前惇までとItぺて鳳極

的に11,v:1.000人を大幅に担えました．今年度f;l.llit::t~•書も抽＂＇り より多〈の方に利m.；れること
削見込まれます．さら砿るセンタ一見震のため先決した偲となり＂＇すよう 引き担ぎ密儀のご綿布思ご寛
揖をいえだl!t::{ お固い•I• し上げます．
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l一一勤可毒見詰針ゲ三i!_w h竺且
一一ーーー－ー罵寝言τ窓主君摂冨宗寝窓.；：.：主冨育長

m om--<i-4139 11理 t向ill 1815) 
Fl.I 出3H1--419S ！円ill 1819) 

t 今回む a'> ＜のR励会員の方4にごlQ縫いた I::~ ました. ，.礼ゆしJヒげます. 2006'>5 月］ l 8から

細目されました方は以下のとおりです〈叩Oi年 10 /l 16 El現在L

民各一覧｛量付圃 ·II<，路｝

｛留人蹄借金負｝ I Z凹S零度分 l S奪回鳳見｛個人から終身由民吋
〈個人会民健属当 I 2006 年度分 1'1111圏伊居直夫問問鍵ー酒Jl'llt置袋井皐三

草信

5／お ｜父のllf;t入車i年－~ii院の猛毒婦について l 注目略鼠何しメールで剖答
l 【電路｝ I 

6/15, 16 I 11龍畑沖縄出身者について《来館｝ l 関遺書館等コピー
7/4 1 饗ti.II助回連資制についで｛来謂】 ｜里貝里·~－－；差宇鮮旬、 l<定ヨピー
1/ll l 上穫の日本•Aについて f来Ill)

同 ！命日開臨についτ制 4醐｝
B1'2 24111間に日来品入がいたか【来館》
9/11 l 鬼庭寝間連文献を敏えて欲しい〈電畠）

す苛誕物品
E付 l 内容

’“ 自信腐争百年 沖縄入と中国の轄緬／又音盤刊
6/15 ニ，．.,.. 伸縄初の外交官田濁盛飽lll!il3

（沼諸に時はIll!れで

舟山時鯵／将岡正三
I ]!Jなる日本人梅宜，.命と山国aa:. 民三郎／繍S震構治

6／』9 I 
’民主帝国 アメリカの実像に泊る／毎日街間取締廃
宮崎見斜伝完結個／上村希美鐙
閣のIii／井深八盟問彰記念会 1錨

事if干扇面正面扉）と回し

諸活動の新聞記事・広報関係パンフレット

守資料削機訴で公開書れます

11 /l 20 日〈月｝～22 8 ！水j 償訴桜木町みなとみらいのパシフィコ様援で闘催されるl!ll!llll総隈

霊知大学ブースにて，知を量するaが自民う I置翻λ；学j の縛閉鹿治会 i 遣された東空間克 !I院の実”を

追うa と阻しましてI 当センターの所絹貧将をIllボ公闘いえし＂＇す.21 凶のヲ才一ラムではa国センタ
ー長ほじめ3名の111111舎もござい＂＇す. 7，，ーヲムlま事前予約が必畏で寸が．展示会U当日受付可能で

すので‘是II>ζの鎗会にご覧下さい．

T 講自宣告が銅価されました
7 月 22 a 《土｝オープンリサーチセンター鍾初の事提c レて緑演会を関偉いたしました．東夏同文省事

院 25 期生で今年 IOO IIを迎えられた安沼峰健民をIll師にお直えし『東亜問士宮院とaが生置の 100 年a

と喝し）］（l,同文書院の入学から在学中の富生活行事 ·l!!ll!‘冨聞からピルマへの大線再その置の

畳かな人生をお臣しいただきました.Ill筑後には書院の世留である掘友会の方たちが大限行の欧『嵐吹

け吹けa を1110 ‘夜歎 rsる〉前繊のa を認I!'終了いたし＂＇しI<,

梅雨の，nれ聞となったこの目｛曲名近い来駕容を迎えることができました．皆、ー織に安1事民の 100

年の充実した人生を鎗まえたお元気なお盗1:15銘を尭吋たようでした．

寄せられましたご立見・ごf.l!!Jを－Iiiご紹介します．. 書院の存在俗哩忽帥なものであったむ思う．そうした断しい大学の創造を闘います．
・ 爽際のII'段を聞〈蝿会ほ少ないと考えます．特に眼前のおEを聞〈出会はζれから矧える

ことは混念怠がら換してありません．本日のようなS奇怪ほ愛知大学の学生こそ問〈べきで

若い方が少ないのが煩念です．
・ 大S実行の爽忽も． ζの織に箆〈得会がt，＜ 、実惑があO ませんでしたが．身辺＂ぶものに$

じ取ることが也来‘勉強にな叩ました．
・ とにかく＃常にこ 1:111か〈当崎の儀子を医されるのにほびつぐりしました．目をつぶって

ついこの帥のことのようにEい臨すように臨される釜に医史のS忘れとEみを母じました．

同文書誌の学内の梅子窓会主婦先盟との関わり合い、鼠信動等、大変興味深〈聴かぜて

いただ＠ました．柔道を過して悶えた心身が今百五uで元気におられることに魯考になり

ましえ．安湾先生のように夜が人告に仰い危しと苗えるように今後も国領っていtきたい．

・百店の方とおlaとは思えないほど‘記憶力の薬問らしさとお元気伝置に圧倒されました．

低記,l<fl院生だったζともあり．今日のお路をとても楽し＜！，聴いたしました．祖父の存

命中にむつといろんな結を開いておげば良かったと忠いました．今慢の：，io賀会も綴しみに

しています．

4・ 書院崎代の 39 自におよぶ線行、それも国光でな〈割拠のような除f rを仲間と共にすごされ

危ことに鑓いI<, 柔道や細拠→ダンス ウォーキング 日本飼r.6をやり段付られたとは 2/l

Uっくりです. S5lまからスタ トされたこともぴっ〈り．健康な俸があってこそ．自分を

きたえてい是正いと思いました．

。四百X.00:,C盟皿nむ四四百事＂＂四X皿＝弐＂＂訴抱奴拘試国＝拍宮宵求問明耳目町浜＝混血＂＂訴;,)O'.)CIXI.)

't龍．オープンりサーチセンターとして微々な金百が予定されております．｛畠罰金。携演会 ン

Jポジウム、研究会等｝銅a昼間にはお知らせさせていただ倉ますので．ごl>!Oお待ちしております．

また＇ !al虫函では館内の改装が進んでおり工~·，でご退出をお隣付守るかむ臼れません．ご埋解ごta

ti をお闘いいたします．
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